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近 世 鉄 山 業 の 研 究 動 向 と 展 望 ( 一 )

—— 武井博明『近世製鉄史論』をホ心として——

- 大 貫 朝 義
• • . . .

. •  ■ . . ' ， . .

r— •，，抑も物:Bi器械の学漸く進歩して之を人車:の突 

際に施すこと日に益班なるに従ひ，百エ皆鉄を要する 

は必然の勢Vこして, 鉄以て鉄-5̂ +を造り，鉄器又鉄器を 

生じ，凡そ人間需要の家なり船なり什器なり衣服な 

りJ 材木に諸金に毛に綠其由て来る所の本を#れ 

ぱ悉择鉄器の製作を経ざるものなし。試に今西洋如来 

の贸為品を見るに，鉄器-を用ひずして其形を成したる 

ものは細大れに一品もなかる可し欲は人間需要品の 

元祖にして文明開化め実形と云て可/£ り。従来我国の 

如きは鉄を用ること馬すど多からず。即も器械の用法未 

だ進ホせず,物産の道未だ大に開けざるの読にして遭 

憾と云ふ可し。 " . ‘. ‘J (福沢論^!^「邸 ]]経済ぉニ編』，明治

13ィjそ）林 

内 容 ‘
1 ‘ ぼ
n . 民営鉄山業 

一、縫偶造 

U傲 C山:!飾ニ鉄山経営者の系譜(岀ほ）

わ)资本形成•経営の諸類型 .
{3》労働きの性格一 "魁作部門= •■山内J與属労働者——
(4》稼行地带村落との関係—— 副次部| " j,分業，11潮 1?̂ 造 

—— - (以上, 本号）

ニ，流通ニホ場廣造 

ID. 鉄穴の所有と経営

I V . 蒲営鼓IU業と藩の流通統制

V . 力r tn ^ の展DU ' ■
V I . 結び一若 :ギの腰望ー~T*材

近世 1̂ 1本の鉄山業が砂鉄精練業で^>り，基 幹 部 で  

ある【I )纏 （魏，飾押)，（2)長割 (割狭），細割 (千割）.釘地 

(小創) の各敏冶屋，及び副次部門であるは》鉄穴流し(砂 

鉄採収) ，(4)ネ廣製造(鐘用大廣. 銀冶用小廣) , （5)駄賞稼 

(原料♦製品の速搬)という五つの工程から構成されだこ 

i ! 基幹部門の作業の始どが *■山内J の卑属労働者に

(注 ） * 欽 I[僕 ：の 研 究 動 向 は , 向 沖 義 郎 ヴ こ た ら 研 究 会 に つ い て J (歴 史 評 論 I! 9 号 , 1 9 6 0 ) , 波 ね 则 文 「地 方 史 が !攻 の Si■状 

一 一 中 国 （ 1 ) 広 岛 県 —— J ( 日 本 歴 史 2 0 9 号 ， 1 9 6 5 ) な ど に も fj5伸 に 紹 介 さ れ て お り . ま た 「た た ら 研 究 」 の 揭 软 論 文  

の 内 容 を 迪 る こ と に よ っ す も 知 る と と が で き る が , 従 来 の 研 究 史 め 整 理 搞 と し て は ， i m i 朋 子 「戦 後 に お け る ;Iざ 備 地  

方 鉄 山 業 の 研 货 を め ぐ っ て J (た た ら 研 究 9 号 ， 1 9 6 2 ), i が ii地 ガ 史 研 '愈 会 「戦 後 に お け ろ 広 I；み 県 地 力 史 研 究 の 成 と  

課 題 J ( I ) (芸 倘 地 力 史 研 究 4 8 .4 9 号 ， 1 9 6 3 ) の 武 JI:* 片 川 雨 氏 に よ る 鉄 山 業 [«腐 執 ire分 担 部 分 , 武 卯 博 明 「近 111‘鉄  

山 業 史 研 究 の 問 題 意 識 J (た た ら 研 究 U 号 ， 1 9 6 8 ) な ど が あ る ， m i l , 成 兆 両 氏 の 論 文 に は そ れ ぞ れ 文 献 ti凝 が け さ  

，れ て お り , 木 稿 作 成 に あ た っ て も さ せ て い た だ い た 。 成 :ir-w；の 文 献 1 1 お は 極 め て 包 括 的 で ち ) る が ， ほ 力 、に 装 備 地  

方 史 研 究 会 r戦 後 に お け る K 岛 県 地 方 史 研 究 の 成 果 と 課 題 J ( Q ) - - 一 広 岛 j/A地 方 史 研 う せ 文 献 德 ロ 錄 一 一 ( 菩 備 地 方 史 研  

究 5 1 ‘5 2 号 . , 1 9 6 4 )‘ fl本 科 学 史 学 会 （.飯 I U喪 … * 黑 S 俊 郎 ） 編 「採 银 ?M ☆技 (「日 本 科 学 按 船 ii大 系 1 2 0 , 第 一 法  

规 l i i l E 1 如 5 ) 進 -末 所 収 の 文 献 (5 7 9 ~ 5 9 0 頁 )， な 川 昭 ニ 厂 鉄 J (学 ，上 社 ， 1 9 6 6 ) 巻 木 所 収 の 文 献 H 錄 (2 5 1 〜 2 6 1  

貝 ；) ,饭 【11資 ー * 大 橋 腺 {^?，-思 岩 俊 郎 ®  r鉄 嫩 び ® 代 H 本 ま 秦 齊 史 J I V . 現 代 日 本 i f c H g 達 史 研 ☆ 会 ， 1 9 6 9 ) m  

所 収 の 文 献 1 1 蘇 （1 〜 1 0 M ) な ど が あ る 。 な お ， 向 兆 義 郎 rた た ら '研 究 会 に つ い て J , 同 「近 lil•欽 山 衆 の 問 題 J ( 地 方  

史 研 究 6 4 号 , 1 9 6 4 ) に お い て 問 題 点 の 胳 现 が な さ れ て お ひ ， ま た N 氏 の r巾 闻 山 脈 の 铁 J (地 方 i t研 究 協 議 会 , ® " I 木  

産 業 史 大 系 』 7 , 中 酬 1 ^ぁ1地 カ 篇 ， 東 京 大 学 出 版 会 ， 1 9 6 0 ) ^ は ^ ^ も 優 れ た 慨 説 « } と さ れ て い る 。

**  f i木鉄鋼史編货会（小ね粘一）綿 「1:1木鉄鋼史（明治篇) J (千倉觀ホ 1 9 4 5 )11真。「瓶R論ホ全集J 如a m  (哲 

波書店，1959) 375〜376貝。 .
* * * 以上(ニ) はさra学会雑誌66雄 9 サに揭膝キ走。

( 1 ) 技術, 作梁エ殺については，お滅次邮，碰お®  個地方における砂鉄製城法の史的研究J (1931)38〜50頁， 旧

一 「ホ来の砂鉄製練法（たたら吹製鉄法) J (丸善，1 9 3 3 ) ,杉 本 「資本主:義の益Mにおけるタタラ企業の役割J (福 

非大学学荣学部紀廣, m ra部く社会科学〉マ-殺，1957) 6 0 - 7 6 K ,向：/嘯 郎 …個山喊の铁J 1 6 7 - 1 7 8 K ；同 >K戸時 

代錢術ぶによる幽嫩^̂作劣ンのめをと技法に<>いて」 「盤般め崖万覚書帖J をホ，6 に一(たたら研究 

6,7-5^, 1961) m m t  r村下の話J (山瞧ぱ浴学会「山隐民俗J  24号，1 9 6 5 ,及び出與民俗の会r|i懷ほ浴j 17け， 
1 9 5 2 ,に分載。後，お嫁)!ケ俊r縫と奴觀J 所収， Jィ!嫩奨衛社, 1972—— 以-ド, T鍵と银め丄所収の論文cp引川は全て 

そのH 数による〉1 7 7 - 2 0 7 S ,同 鍾̂^̂ 技衛』（岛根路教資委員会ぜ 1;各縫J 所収, 1 9 6 8 ,後, 石嫁尊俊「越と液めj  
所収) 101 — どに評しい。なお,’ 极氏の著患には同氏めnjji治時代における丧来の砂鉄製城法J のはかレ下城 

IT(仲の敦名な「欽III秘Wj , (天明1L牌 ）が収殺されている• .
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遊世鉄IU梁 の 究 励 と 展 望 ( - )

よって行われたのに対し副次部門は多く稼行地带農 

ほの浮儲（憑問余業）として行われたこと，そして良質 

•豊ぎな砂鉄と木炭山の所在というふたつの主要な立 

地条件に想まれた但馬，播磨‘, - 美作，備中，備後，安 

芸，おM , 出雲，伯善，因幡等中®地方の中国山脈沿 

いの地域，及び九州の一部（肥前，日向，薩揮等)，東北

れ重点を梭してきているが, 

時期を回iするものと

近世鉄山業の研'究史に

ぅてよ、、武弁博明氏の諸労作が,-
.  、' UV

ド近世製鉄史論J としてめ部-刊行された。曾て武弁氏は,.

地方の一部働 1，，陸前-等）を中心とした分布を示した 

が1 をのすsJ)、で , 中国地方がとりわけ高、、比前を占め
( 3 )

たこと，等は既に周知の事実である。

こめ近世鉄山業に関する「社会経済史的J な研究は 

諸論 jAUこっき既に?^と通りの結論が出糊った観があり, 
また問題関心の推移もあって，最近の别究は時期的に 

は古代及び明治期以降に， め容的にはC " ザ.代の測定 

• 評価の問題や，驢製鉄業から近代製鉄業への移行乃 

至ロ本資本主義発達史との関速を极うものに，それぞ

近 世 鉄 山業にする「社会経济史的」な研^^の始期を 

大1H年問に求め，それ以降の研う'15史を五つめ時期区分 

を設けて概観しその中で戦後の第四期 (昭和後期前半) 
以降，特 に rた た ら 5if究会J 力；発足しひ957-年)，『た た  

ら研究J が発刊された(1858年) 第五期（昭和後期後半)以 

陈，地域的にもチーマのうえでも数多くの研究の積み 

ffiねと深化がみられたにも拘らず, 研究上の「問題意 

識J , r方法論的問題提起」が寧ろ稀薄化する傾向にあ
( 5 )

ることを指摘されたが，こ の f近世製鉄史論■!の刊行

により,近世鉄山業の娇究は有力な座標軸を与えられ 

ることになった。 .

ところで，近世鉄山業に対しては従来ふたつの侧而.

注（2 ) 立地条件については，依国一，liijfaitt (r鉄山秘tth)20〜21,34頁,.(「明冶時代におけるホ来の砂鉄製練法J)24〜25 

頁,注巧久孝「たたら（鍵）の経営形態よりる出翼，石見の地城性J (島极大学,論集 <人文科学〉1号，1951)2瓦 

同「たたらめ庶史地孤学的研究—— }i\M，お見め場合—— J (.人文地学会編f歴史地理学の諸問超J所収，柳原書店， 
1952) 119H , おネ樊『鐘製鉄の庫偶造J (多IIはダ爛'■現代地理:講座J第7巻所収，河出書K),1956) 271, 279〜 
〜280直，向弁義郎》'中国山脈の鉄J 168, m 頁などを参照，分布‘については，廣国一 , 前掲書（r鉄山秘lilj)18〜19‘ 

頁, 岩永実•■鐘製鉄の生産揺造J 268〜271H , 向非義郎r中国山脈の鉄」166頁，武井博明•■近世後期における鉄の 

流通についてJ (福尾猛市郎編*-め海度衆と水運の史的研究J 所収，吉川弘文館，1966. 後，武井博明「近世製鉄史 
論J所収，3 — 書 1972—  以下，r近m製鉄史論J 所収の論文のリ|用は全てその頁数による)237〜238貝などに一- 

般めな形で述べられているが， リ!に如改3かの縫，锻洽屋の分ホについて，武井博明「巾国地方砂鉄精練楊分布図J 
(たら研究5号. I960,後，r近|ij：製鉄史論J所収）及び同「近世八幡高原における鉄山経常—— 鉄山労働者の家族偶 

成 に つ い て (広鳥® 教W 要爲会編[三段峡と八幡高原J所収, 1959, 後，<■近ni製鉄史論」ポ収）174〜177,197 

〜198更，砂跌産地，産額について，大橋博■■明治前期における鉄生産の分ホ狀態と諸問題」（たたら研究7母，1961) 

誠穴.m  .鏡?台屋の分-布と産額について，武井博明「幕末*明治初̂1̂ ガ甜紀̂7における鉄摩地および産額J (たたら 
研究8号，1962),意末*明治初尔の中国地方砂鉄産地，産額について，成非博明「近世後胁こおける鉄穴経営と村 
落描/ilj (史学研'☆101号, 1967, 後, 「近世製铁史所収）12〜18頁，また局地的な分布を扱ったものとしては， 

鐘について，JLE司久ギrたたら(越）の経営形熊より見■たる出猿，石見の地域性J 6〜7J1：, 近111:鉄山業の分ダfm：つ， 

いて，宇野正Jiあr兵庫県ジミ栗郡における近lli'鉄山缴についてJ (たたら研究会研究紀耍剑刊号，1958) 16〜24其，近 

m•後期の铁穴，M  .锻め屋につ'̂、て，走本正芳r类作四北部の鼓山業と3址?̂社会の変貌』m すこすこら研究4号，I960)

■ 10〜1 2 H ,廣応元印の砂鉄遊地について，歡殿沿雄•河餓(チ•'播政末则備後忠蘇部の铁穴J (たたら研究9 ラ，1962) 
2 3 - 2 4 H ,近111；の鍵，鎮冶屋について，宗森英之•■陶山県の製铁地分布因J (たたら研究10号，1963) ,主として近世 

の鉄穴，鎭について，森脇太" - r石江地方における小鉄?が業J (たたらM•究13号，1966) 31〜3 5直などを举げを 

ことができる。

( 3 ) IJij沿前朋までは中国地力が鉄の主産地であひ，全国廣鉄带に占める比率は明治初朋で9 割，巾期で6 割とされてい 

る。たとえぱ，日本鉄鎭史觸蘇全編rfJ本鉄#5史<；明'治篇) J 17- 18. 75〜79H , 庄Wj久， 「たたら爐)の経営形態よ 

りたる li懐 ，あ-lieぴ 她 1 H , 同 「たたらの歴史地)M学め班究J 119 三枝博さ- . 飯li償一®  •■日本近代製

鉄技術発達史—— A 幅製铁所の確☆ 過 01び厳済新報社，1957) 109,112  M, I刷 :義郎「巾国山脈の鉄J 164 
- 1 6 5 K ,飯山贤一r近イぱミ技術史飢究の立场からみた*■たたら敷鉄J についてJ (たたら研究U 号，1968) 26, 31 
M, m m i  >^iiL7v駒原におけるiiJili厳常 .J 173貝，m f m い广ず當広岛鉱山とその経常ん(たたら研究会編「日 

木製狭史論」所収，1970) 300貫などを参照。 ■
X 4 ) 前揭の武井博明r近lllM鉄 史 論 V
( 5 ) 败；r-博明 r近Hi:欽山衆史研9セの間题意識丄なお，触艘炒衆の研究は，1)技術史，2〉社会経济史，3)歴史地I h  

学， 俗学等の観点から進められてきている。

42(226)
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セ: 史的位置づけが与えられてきた。即ち,まず由 

一 に rすこすこら製鉄の技術的地驢とそれに基づく鉄の普 

及が全ffl的に達成されてJ おり，r鉄を人間生活や産業 

経济上の最も基礎的な物賞J だとする「産業技術思想J 

が生みU iされていたことは，近代裂鉄技術9 受容の上 

で直接 . 問接の基：魅 と な っ し か し き : わ が  

阔の近代製鉄技術は，古来のたたら製姓法の#走のう 

えを，〉日 一口ッパ技術の移植のもとに成立したJ ので 

あり' 明治? の鉄銅生産の比l i iは中国地方めたたら敦 

鉄 ->签石敏山旧中製鉄所ひ894年） -> 官 営 A 幡製鉄所 

(1901ゴ( i )々いう推移を示しもということである。 そ し  

てその場合，たたら製叙'業が律式;製鉄技術の導入にお 

めながらも結局衰退していかざるを得な力’、った原因と 

しては，《り自然条件（資 源 の 湖 (2) 熱効率の低さ，

生産規模が小さく董産技術に適さないこと, 吹博，N こ 

4 0〜50 % の鉄素を混失すること，等々！̂法めホ経济性 

及び労働生; 性め低さに由来するコスト高, 洋鼓との、 

価格差, （3)関税自主権喪失下における安価な外国统V 

銅の輸入による庄迫, ( 4祥式製叙技術の導入それ自体 ‘ 

に 1̂ 1然条件の制約 . 技術的限度があり，技術改良も翁く 

分的，漸次的なも’のに廣まったこと，しかしなお,そこ 

から生ずる基幹部門における改良と副次部門での停滞 

という不均衡，ほ)鉄道, 建設, 兵器をはじめと’する大量 

需要と結びつき得ないi t . 锻冶屋の生産，処越能力の 

低さ, 《6)明治政府の r工業化j  =  r殖産興業J . r富国撒 

兵J 路線からはずされ,明治初年の全国的な作キ旧 

幕藩時の特権解消と新しい諸負担の賦課,洋鉄輸入に 

よるIE迪等々の中で，その変化にね応できずIR来め生 .

注 （6 ) 飯 m齊 一 「洋 式 高 炉 の 移 植 と 签 石 教 山 J (地 方 史 研 究 協 議 会 編 r ロ本産業 :ii大 系 J 3 , 東 北 地 方 編 ， 1960) 339, ^ 3  
冗 同 r近 代 數 效 技 術 史 碑 ☆ の 立 場 か ら み た *■た た ら 翦 跌 J に つ い て 」 28〜 29頁 , 同 ビ わ が ®に お け る 近 代 製 铁 業 の  

衣 明 け J (飯 I II，大 橋 * 思 器 i  r鉄 鋼 J 第 一 部 , 序 章 ， 第 二 節 ） 14〜 15頁 。

( 7 ) 飯 W賢 一 [近 代 製 鉄 技 術 史 研 究 の 立 場 か ら み た ！'た た ら 製 铁 ‘4 に - > い て 丄 26頁 。た だ し こ の fや 式 技 術 の 入 (「お  

植 J ) , 即 ち 反 射 炉 •高 炉 の 5J?設過程 i こ お け る 南 部 藩 士 大 鳥 高 任 を は じ め と す る 白 本 の 製 鉄 技 術 者 ニ 蘭 学 者 の ? は , 
蘭 ® に {桑 抓 し つ つ も も っ ぱ ら rdら の 力 と 日 本 の 資 材 と の み J に よ り そ れ を 達 成 し た ,1 乂で，主 体 め ，創 造 的 な も の と  

し て 積 極 的 な 評 価 を う け て い る 。 た と え ば ， 日 本 学 士 院 日 本 科 学 史 刊 行 会 （三 枝 博 音 ） [ 明 治 前 日 本 鉱 業 技 術 発 達 史 J 

(丸 # , 1958) 305 -  334K . 版 け 旧 一 「ぼ;式 高 炉 の 移 械 と 签 石 鉄 山 j  335〜338, 344〜355寬 ，愈 野 保 ‘ 山 本 0/、文 「西  

南 蒲 の 样 式 工 業 J (地 方 史 研 究 協 議 会 編 「ロ 本 産 業 史 大 系 j  8 j 九 州 地 方 篇 ， I960〉 328~ 332頁 な ど を 參 照 ，

( 8 ) 飯 IU资 ー 「近 代 翦 紋 技 術 研 究 の ☆ 場 か ら み だ *'た た ら 製 鼓 J に つ い 4：_| 27, 30 〜32頁 , 同 「体 式 製 鉄 へ の 移 行 /(前  

揭 「跌 鍋 J , 第 マ 部 ， 第 三 章 ） 551L
( 9 ) 大 橋 博 T 明 治 前 朋 に お け .る 鉄 生 産 の 分 布 状 態 と 諸 問 題 J 7 頁 。 ，

(10) 日 本 鉄 鋼 史 編 慕 会 編 本 鉄 練 i ! (明 治 篇 ) J 66〜7 1頁 ， 森 嘉 兵 衛 r衛 部 の 鉄 工 衆 」 （地 力 史 研 究 協 議 会 編 r 日本座 

業 史 大 系 J 3 , 束 北 地 方 篇 ， 1960) 262頁 ， 飯 f im -*  f•近 代 製 鉄 技 術 史 研 货 の 立 場 か ら み た 》•た た ら 製 鉄 /に つ い て J 
32〜36貝 ， 同 「纤;̂ 5：：製 鉄 へ の き 行 」 58〜6 0頁 ， jgip原 ® — r中 国 地 方 の 諸 教 山 j  (前 揭 r鉄 鋼 j 馆 ー 5ゼ, 雄 ニ 章 ） 4 3 -  
4? H 。 なお， 明 冶 16年 以 降 の 官 當 広 岛 鉱 山 に お い て ， 小 花 冬 吉 正 輝 に よ り ゆ 浮 を 利 ;し た 製 鉄 が 行 わ れ た こ  

とは， 上 提 , 日 本 鉄 鋼 史 編 寡 会 編 「13本 鉄 鎭 史 （明 治 篇 ) J 73〜7 4頁 ， 飯 W賢 一 r近 代 製 鉄 技 術 史 研 究 の 立 場 か ら み . :  
た 化 た ら 製 鉄 』に つ い て J 3 2瓦 同 •■ 样 式 製 鉄 へ の 移 行 J 5 9 ~ 6 0貝 , な ど の faか ， 三 枝 博 奇 •飯 山 賢 一 編 r 日木近 

代 製 鉄 技 術 発 速 史 J 115〜 116Hに も 述 べ ら れ て い る が ， 向弁 -義 郎 r官 営 広 島 鉱 山 と そ の 経 営 」 308〜316, 3ね 〜 咖 良 - 
に ；}oa、て そ の 経 過 が 詳 細 に fjflら か に さ れ た 。 そ れ に よ れ ば ， 明 治 26年 に 媒 冗 製 . 半 永 久 的 な 鉄 浮 錄 吹 用 の 本 格 的 高 , 
炉 が 完 成 し 全 部 で 四 所 に 設 ぽ さ れ た が ， 当時 •庇 に 煤 式 大 製 鉄 所 中 心 の 時 代 に 入 っ で お り ，_11效 浮 親 に よ る 練 鉄 ぱ  

砂鉄就 .使 用 の 練 奴 よ り だ ,質 が 劣 っ た の み な ら ず ， ヨ リ 多 く の 建 設 費 ， 原 料 (鉄 浮 ） 運 賞 等 を 要 し 鉄 辦 ijimこも阪度 : 
力’、あ ゥ た た め ， 新 た な 発 展 を み る こ と な く 終 っ た と さ れ て い る 6

( 1 1 ) 大 橋 博 「明 治 前 期 に お け る 鉄 ':[# :の 分 布 状 態 と 諸 問 ® J 8 K , なお ， 日 本 鉄 鋼 史 編 寓 会 縮 「日 木 鉄 史 （明 治 篇 〉J 
18〜2 1 ,9 6 〜 97瓦 三 枝 ' 飯 n :i本 近 代 製 鉄 技 術 発 達 史 J m ~ i i 2 K 。

( 1 2 ) 上 記 の 鉄 歯 次 製 鉄 法 の は か ， 生要け£技 術 Qi：虫 と し て 举 げ ら れ る も の は ， 1)送 風 装 置 と し て の ト P ンプ， 2 i汽 紙 な  

どでちるが， 宜 営 広 岛 山 の 場 合 ， 1)社 会 事 業 的 •恩 忠 金 業 的 性 格 を も っ て 生 産 を iifM したこと， め 労 働 纽 織 , 給 :き. 
形 態 等 は 旧 態 快 然 た る も の で も っ た こ と ， な ど 経 き に 前 近 代 的 . ホ 合 m 的伽M を 合 ん だ と と が ，技 術 改 (B体の吸界  

とffiな ゥ て , 明治 23, 2碑 以 賺 経 営 め を の 悪 化 を も た らしすことされている。 そ の さ か , 小 iJi摸 分 敗 作 業 場 の 合 体 と  

い う 経 哲 形 爐 に 起 因 す る 效 率 の さ ， tn i••企 業 め 粗 織 ，略制など力 t化 産 数 を 引 上 げ , 货 営 鉱 山 を 毅 追 せ し め た 内 部 3!i 
因 と し て あ げ ら れ て い る 。 P * 效 網 史 編 算 会 縮 rni本 鉄 细 史 （Ijii治 篇 ) J, 6 9 - 8 4 K ,野 原 建 ‘ サ 圃 地 力 り 諸 教 山 J 
49〜 5頓 , 向 -;JI:義 郎 [ t m 広 岛 鉱 山 と そ め 経 .# J 308〜S51直 , 野 原 は r明 沿 前 期 和 武 〈た た ら ）製 鉄 業 め 命 擴 一 I I J ， 

ぱ 地 方 を 中 心 と し て 一 J  (社 会 経 济 史 学 3 6 -2 , 1970〉. 81んお2直 。

(13) I；!本鉄鋼史編雄会編f R 木跌斜收OJi傲治 ) J 7 9 - 8 3 K , r洋式謝fiめ移桃とあ^鉄山』3^1—33ち I J 
rわが国における近代製鉄業の夜明けJ1 3 H , ®觸趙 " r中Iま地力'め諸鉄|||j 51頁。

近世鉄山業の研究動向と展望(-^ )
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近 世 鉄 山 業 の 研 究 動 向 と 展 望 ( 一 〉

産 構 造 に 内 在 し て 、 、た 矛 盾 が 露 呈 し て き た こ ? ) ， 等 が  

、 举 げ ら れ て い る 。 前 記 の r 問 題 意 識 J の 稀 薄 化 と い う  

旗 向 は ， 主 観 的 に は と も か く も 客 愈 的 に は , 洋 鼓 輸 入 ,

式製鉄技術導入以降,砂鉄による鍵製鉄業が概ね丄 

.棒に衰追の.涂を迪ったという，なによりもまずき☆ f f j  

•技術的要因による衰退という事情と必ずしも無関係 

.ではないと思われ(̂ 5)。 . ,

そ れ に 対 し て ， と り わ け r 社 会 経 済 史 的 J な 最 後 c6  

要 因 は 野 原 建 一 氏 の 強 調 さ れ る と こ ろ で あ る が ， 技 術  

♦ 媒 摸 * 形 態 の 上 で は —— そ し て 特 に 基 幹 部 | » j に 於 い

て は  マ ニ ュ フ ァ ク チ ュ ア の 特 徴 を 示 し つ つ も ， r 資

本 J と 山 P9 專 厲 労 働 者 と の 関 係 に 寧 ろ 奴 i {制 的 ( 乃 ま  

偽 奴 制 的 ） な も の を 残 し 領 主 権 力 と 「共 生 関 係 」 に 立 っ  

て 高 冷 単 作 地 帯 の 農 民 に *■思 患 的 」副 業 労 働 機 会 を 提  

供 す る 一 方 ’ そ の r 村 抱 え 的 J 再 生 産 基 盤 ニ  ^ ^ 廉 豊 富 な  

副 業 労 働 力 の 確 保 に よ って 低 い 生 産 性 を 力 ヴ ァ一 す る  

前 期 的 . 士 豪 的 資 本 に よ る 経 営 ( そ う し た 形 で 初 め て Y f -立  

可 能 で も り ， ま た そ こ か ら 生 ず る 技 術 的 停 滞 〉， と い う 近 世  

跌 山 業 に 関 す る 研 货 史 上 の 性 格 規 誉 が こ の 点 に 対 応 す  

る 。若 干 の 例 外 を 別 と し て , 越 製 鉄 業 が 洋 式 製 鉄 技 術 の  

導 入 ， 鉄 山 業 を と り ま く 事 倩 の ま 化 へ の 対 応 を 究 分 な  

し 得 ず に 衰 退 し て い っ た 背 後 に は ， 更 に 近 世 に お け る  

Iざ 械 ，器 具 工 業 の 未 発 達 と ， 幕 末 （嘉 永 . 安 政 年 問 ） 以 降  

ポ ま 的 な 必 要 か ら 佐 賀 ， 薩 摩 ， 併 ;豆 ， 土 佐 ， 山 ロ ， 水  

>  V 南 部 等 の 諮 藩 • 幕 府 が 反 射 炉 ( m m , 打 な V：商 炉

(木议液鉱i n ) を 建 設 し そ の 技 術 ，設 備 が r官有赏常J 

として明治政府に受けっがれr工業化J の主軸を形成 

していったという日本の資本主義発展のr里J の問遊 

をも想定できるが，このような村落共同体の維持. m  
用に志向 .した旧来の生産描造，を産•カ遥盤が 

それを不可能にしたという侧面がもることも事樊であ 

る6 近世鉄山業が山村セ閉鎮的に営まれたことと招ま 

■ 0て，旧い社会構造を維持すベ <(作用，したとされるの. 

はこの点にかがわっているのであり，それ故に稼行地 

帯 村 落 は ジ ァ 的 J な社会機造を解明する鍵ともさ 

れるのである。

ところで 武弁-博明氏の一 速の労作は， こ の よ う な生 

遊構造の特質を前提どし，それを正当に位置っ^けなが 

らも，同時に労働!者'の性格や流通形態の上で近世鉄山 

業に大きな変化がみられた:ととを明らかにした。武弁 

氏は近世砂鉄精練業☆ の段階区分として，り)中世豪族 

的経営 * 初期豪商的流通, (2) r名田地主J 的経営，城 

下町特権商人的流通，（3)•忖方小地主的链_営 .大坂鉄商 

人による全国的流適の確立, (4) r豪農J 的経営‘全国 

廻船による鉄の流通の盛大，（5)寄生地主的経営，大坂 

特権商人的流通の解体.全国猶船による鼓の流通のぼ 

倒(,1 と い う 経営，流通の類型変化を構想されて い た と  

い う 。 そこでは, 生 産 構造の特質をヨ リ 静態的Iこ ， -  

般イヒされた形 で 解明された 向 件 義 郎 氏 までの一 迪 の 先 . 

駆的業績と間题提起が発展的に受け報がれて，時系列

注 ( 1 4 ) 野 殿 J i - r た た ら 製 鉄 業 の ざ (前 .揭 「級 :糊 」第 - . 部 ， ；韓 ， 筑 五 節 ） 2 8 〜 3 0 頁 ， 同 「f觸 地 方 の 諸 铁 山 」 4 3 ン 6  

貝 ， 1^3 r 明 治 前 期 和 式 ;(た た ら ) 裂 鉄 粟 の 危 機 ' ,

( 1 5 )  m i S i — i X } . 娜 U B — 氏 は 爐 製 鉄 菜 , (法 ） と 近 代 敷 鉄 業 と の 問 の r 断 亂 に も 拘 ら ず ， 両 者 を 正 当 に 位 り け な 力 * 、 

ら 述 練 的 捉 え る ご と の 必 要 性 を 指 摘 さ れ て い る 。 飯 III野 - ^  r 近 代 製 狭 技 術 史 研 究 の 立 場 か ら み た 『た た ら 製 鉄 J に , 

つ い て J  2 6 H * 勁 览 建 ー 1'明 め 前 期 和 成 (た た ら ) 製 鉄 衆 の 危 機 ム 6 3 更 。

ひ 6 ) . 後 に 述 べ る よ う に ， こ れ /こ 性 格 说 定 は 腐 》，;邦 雄 氏 }^:^蹄 ， 藤 |11五 郎 氏 ， 向 將 i 郎 氏 ， 今 兆 鴻 蔵 氏 , お 永 实 氏 ， 武 力 ： 

博 明 氏 , 京 此 レ 氏 等 全 て の 研 究 ホ が ， 多 か れ 少 な か れ 近 世 鉄 山 衆 に 一 貫 し て 妥 当 す る 共 -通 の 特 色 る こ と を 確 , ま  

し て い る 。 な お ， 1 ) タ；'働 者 数 の 多 さ は 時 び 3 生 産 性 の 低 さ を 示 し 2 ) 低 ，非 技 術 労 働 者 の :1 :符 :別 特 化 の 度 合 も 他 い 。 

( 1 7 ) た と え ば , 日 本 鉄 飼 史 編 歡 会 編 「口 本 鉄 鋼 史 ( 明 治 篇 ) j 4 一 7 , 1 5 3 マ 1 5 5 頁 ， f l 本 学 -上 (三 枝 博 ま 〉 「明 め 前 木 鉱  

■ よ 術 発 速 史 J 2 9 8 〜 3 0 6 , 3 1 8 , 飯 川 焚 一 r 洋 式 高 炉 'の 移 植 と 签 石 鉄 山 j  3 M 〜 3 3 8 , 3 4 3 - 3 4 8 , 3 6 0 - 3 6 1 K ， 藤

s m - . 山 木 弘 文 •■四 南 娘 蒲 の ?辩 a : f i j  3 2 8 〜 3 3 2 , 3 3 5 〜 3 3 7 , 3 3 9 〜 3 4 0 直 ， 藤 * » 保 「お {)^}造 船 所 」 （地 方 史 研 究 磁 議 会  

縦 「I I 本 液 :衆 史 大 系 J  8 , 九 州 地 方 篇 ， 1 9 6 0 ) 3 4 3 パ 4 頂 ， 饭 川 ? そ 一 「わ が に お け る 近 代 製 鉄 業 の 夜 明 け j 1 5 - 1 9 H ,  

ト マ ス C . ス ミ ス 著 , 杉 山 和 雄 訳 n j j 撤 維 お と ；! : 第 発 展 J  O li-京 大 学 II版 会 ， 1 9 7 1 ) 6 〜 2 1 直 な ど を 参 照 。 敢 儿 農 器  

具 ， ネ エ 道 具 ， 化 活 川 具 な ど を 鉄 の あ た る 川 途 と し た 近 世 日 本 に お い て は ， r 民 族 の ん 欲 求 」 に 驻 づ く  r 欺 山 の  

技 術 的 波 'ホ J (版 III, i M i も 同 氏 ） は 生 じ 離 く ，, 小 规 摸 . 如 能 率 的 な 就 製 鉄 業 が # 練 し ， ] ^ 部 藩 の | ^ > ゆ つ に よ る 製 鉄 は  

釣 制 f菜 を 生 た る 服 格 と し た た め ， 私 銭 錫 填 -勘 ] : 0 M i 2 ¥ ) に よ D 化 山 を 金 傲 な く さ れ た こ と が 指 摘 さ れ て い る *

まナニ- 一そのことの:T湖として一新末のV、わゆる r外ポJ の,I ,で* がミ武技術が主として四制I蒲における網;t it;武 

'ip\UM m m ,造船，その他の造: という形でせりli(されたことは，これら;猪後の藩播力を強化し，明治靴新の際 

のその大きな役割と断を糊滴= («!家:li''，煤型のr j :衆化J . 敏産卯業の‘みkらみ基盤となりたとされている。

《1 の 成 卿 ?-i J T f 近 世 鉄 r【i労 働 ★ の が 在 形 態 J (li：学 研 究 ‘6 惜 1 糊 》■近 jij；製 鉄 史 ;|{<、J 所 収 ） 1 3 9 ；̂レ  

( 1 9 ) 成 カ ホ ’湖 r 近 此 奴 鉄 iれ I f j j 所 収 の 彼 辺 則 文 . イr 元 ^̂ ^
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近世鉄山業の研'お動向と疲望( - )

的な変化の伽]Ifi{, r発展史的祝角J が導入され動態化さ M 高邦雄氏, 堀江保蔵氏, 摩伝氏, 庄司久孝氏, 藤 ffl

五郎氏，今弁鎭蔵氏等の研究にお'^、てその方向力’、示さ . 

れズいたものであそめ延長線上に立つもである 

力，、，同時に岩永実氏,向弁義郎氏による総合化と問題 

提 霜 そ の 後 め 研 究 の M 開のひとつの起点，拼究史 

上の一分岐点をなしでいると思われる。本稿では，对 

象を近世中国地方め鉄山業に関する「社会経済史的■! 

研究に限定し且武非成の *■近世製鉄史論/を中心と 

して，以上の班究動|̂ 0の具体的内容の盤理と若千の展 

望の指摘を行うことに.したい。その場合，研览史の展 

開は基本的な諸論点をめぐる論争という形を必ずしも 

とっておらず,従って以下では既に確認されナこ事実に 

基づいてひとつの理念型的な姿をも紹介する-どを 

的とするが，また決してそれ以上のものではないこと 

も予めお断わりしておく。 '

n . 民営鉄山業

まず, 鉄師の出自 ,• ■ 資も形成,山内専属労働者 

の性格，稼行地帯村落との関係等に焦点を絞って，民 

営鉄山業における経営の性格，いわば •■生産構造J 力'̂  

どのように扼えちれてきたか,梭討しャみることにし 

よ.う。

れネと同時に，流通の分析を媒介として全国的な展望 

めなかに位置づけられたのでちる。そしてまた，近世 

鉄山菜は藩権力と•■典生関係 j に立ち，維新以降の特 

権解消に件い衰退していくとされるが,同時に幕藩体 

制下においては，諸国廻船による全国市場への参加に 

ょって，大坂鈔問屋，仲買を介する# 権商人的流通， 

幕藩体制の解体の方向に作用したことも，極めて綿密 

な樊証分析を通して明らかにされf c。その場合，武兆 

成がその契機として指摘されるのは地方の鉄加工業の 

新たなぎ§展であり，それを,起点として一速の流通撥造 

.の変イ匕が波及的に生じたとされている。 •

さて，以上に述-<たところが第四期がら雄五期にか 

けての研究動向のたる内容をもなしているが，なお 

研究史における第五期の特徴として，第四期までにお 

いて明ら'かにされた*'山内J を中心とする生産構造の分, 

析をふまえつつ, 生産手段生産部n として鉄山業と 

「地域社会」，社全経済生活との結びつきを媒介する加 

工業の獎態，藩の殖座興業政策との関速, 鉄山稼行地 

带の村落構造との関連，農民による副次部門の実態等 

の様々な問題領城ヵ^ら，ョリ個別的，実証的な近世鉄 

山業の研究が行われたということを拳げることができ 

よう。このような問題諸領域は，既に早く小野’武夫氏,

注(20 ) 従来の研究史における•■発展史的撒*f j j の欠如とその必要性は，武弁氏が则調されたところでもる。威井博明「近 

世後期鉄山労働あに関する一 , ニの問題J (たたらW究10号，1 9 6 3 ,後，r近世製鉄史論J 所収) 157〜158頁，同 「近 

世幼 . 中期における鉄山労働きについてj  (地力史研究6 8 . 69号，1 9 6 4 ,後, 「近世製鉄史論丄所収）109~110Ko
( 2 1 ) 流通に関する一速の論文のうち, 特に，武弁博明r大坂鉄座の意義J (1){2}(兹備地方史研究，54, 58-fi", 1965) ,同 

「近世後期における鉄の雍通についてJ , 同 •■化政 ‘ 关保朋における鉄の流通についてJ (たたら别究会編f 日本敷欽 

史論丄姊I X ,19T O ),後, , いずれもr近世製鉄史論J 所収。

( 2 2 ) 武荆I?明 r大坂鉄座の意義J  23ぼ ，同 「化政V天期における鉄の流通についてJ 266, 294〜296H。

( 2 3 ) 武弁博明r近lit鉄山業史研究の間题意識」19頁。加工衆では.幾具（千街）産業について松原商広氏が，村落構造と 

の閲速については武井博明氏が，副次部門では特に欲穴経常について武弁博明，片EI朋子両氏が，それギれ中心とな 

ゥて研ダgをすすめられた。 ， ■
( 2 4 ) 小野裁失r出 ま の 族 '— 111部家，絲原家及び核兆家に就て—— J (徵菜経済研究4-2, 1 9 2 8 .後，同 「日本エモ 

史論J 所収，有建IE  1938—- 以下の卯Hは 「日本域史論J による) , 堀江保蔵■■松江藩の製鉄業政饿J (経济!
研究26サ, 1 9 3 1 ) ,同 「鳥収藩の鉄類江戸®:送と境融通会所J 傲济史研究41夸 1 9 3 3 ) ,後, いずれも同「我国逸1»: 
の専凍制俊J 所収（日本評論社，1933—— 以下の引用は本書による)，原伝 r松江藩の製鉄樂と廣梁との関係J  (経^̂  
研究11-1, 1 9 3 4 ,後 ,同 r松江蒲経済史の研究J 1934—— 以下の引用はr経済史研'ホj による)，堪高邦雄f*職業と 

生働嚇体—— 出SI地方の独山についてJ (民族学肺免3- 2 , 1 9 4 7 ,後，同 r職業と近代社会J 所収，要動ふ 1948 

—— 以下の引川はf職業と近代社会J に;よるL 庄巧义求•■たたら（縫）©経営形態より見たる出®  ' 石見の地域性J,
问广たたらの鹿史地理学的研^̂\̂_|, m rおより見たる近世中国山Wの社会i経坑構遺一一石見国波佐村庄屋文書を中心に 

して一 J (史林37-6, 1 9 5 4 ) ,藤111五郎 r農奴的々ュュプ7*クキュアの並盤」（商学論集20-3, 1 9 5 1 ,後 , 同は '} 

淑 1:会の脚iH過服! 所収，有謝E 1 9 5 2 ,御茶水湖 , 1 飢 , 以下の卯《は全て19"Mまによる) ，今# 鋪蔵「江戸iホ 
イた，I，期における鉄山経営と鉄山師の性格J (法経会論锻14号, 1 9 5 5 )などの先躯的業紙

( 2 5 ) お永 !̂̂  r趟製鉄0 生速偶造J , 敞 I:触赋の -^速の論文，特に *■中® Ml旅の鉄J, rたたら研究会についてJ , 「近[1!： 

鉄III業の問週ム
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近 世 鉄 i h 業 の 研 货 動 !?y と展望 ( -

鉄 I I I業 史 に お け る ひ と つ の 大 き な 変 化 と し て ，鉄需 

要 の 他 !/»に 件 い は ぽ 室 町 拙 を 画 期 と し て ，鉄山族ニ漂  

泊民によ ' り行われ，原 料 所 在 地 を 求めて絶えず移動し  

た と さ れ て い る 小 屋 掛 乃 至 露 天 の 小 規 模 . 簡 易 な 「野 

M 'j  (三H 働 か ら ，鉄 師 の も と に 專属労働者が高殿を  

，小 心 と し た 一 速 の 施 設 か ら な る 「山内 J を形成し，逾

かに大きなtSI定資本と高い定着性をもつ犬規模な「永
(26>

代越J の形態に移行したことカ潘げられる。更に，近

ill'中 期 以 降 の農具をはじめとする需要増加を背景とし  

て，播 吹 — 吹 差 吹 子 — 天 が 吹 子 (夫和ー寬述制旧)という

が —— 即ち , 鍵 で は 村 下 の 指 揮 下 に 炭 坂 ，炭 赞 ，游子 

等 が ，鎮 洽 屋 で は 大 工 の 指 海 下 に 左 下 ，吹 指 ，手 子 ， 

炭 伐 #が 一 一 分 業 に 基 づ く 協 業 の 形 態 で 作 菜 に 従 事 し  

家 族 を 舍 め た 山 内 労 働 者 数 が 銀 洽 屋 で 冗 ，六十〜二百  

数 十 人 ，鍵で は 概 ね ニ ， 三 首 人 乃 至 そ れ 以 上 に 及 ん だ  

ところから， f f 本 資 本 主 義 論 争 の 中 で マ ニ ュ ァ ク チ  

ュ ア の 事 例として取举げられて以来，少 な く と も 技  

術 ，規 模 • 形 態 の 上 で はゾニュファクチュアであると

ヤュュ'プァクチュい う こ と が 「農 奴 生 的 J  . 「特 権 的 J
(30)

ア等の形で丧現されてきた。 従 っ て ，近此以晦の鉄山

送風柴置の改良，飾押鍵の場合の舞t塊破碎装置である 
(28)

大鍋の発明 eお廣年問）など,、いくつかの技術ポ新が

行われたことが指摘されている。そして周知のように 

近 t 鉄山梁の巡幹部i» jでは，多くは専属の山内労働；̂-

業の経営にあたっては，こりような設備の購入.偶第 

と多量の原料（# 鉄，木炭）及び労働者用飯米‘その他 

の確保のためにぱ!菜以前の段階で多額の資本を要した 

が，その場合鉄III菜と総称されるものの内には，鉄穴

注(26〉 尾高邦維「職栗と生活共同体J 156〜163貝， 巧久孝rたたら(働め終當形態より見たる出® . 石i i の地域性J 

1 K , 同 「たたらの歴史地理学的研究J 119良，お永突r鐘製狭のル.遊服fej 272〜273, 2 8 0 H . .日木学士院（三枝博 

n ) 「明治前HI本鉱業技術究達UiJ 6 8頁，向并恭郎「け，国114脈の鉄J 1 7 1 - 1 7 2 .199貝，森嘉兵衛•■泡部の级；T-菜j  
2 5 3 H ,お塚尊俊「鍵—— 115雲 昔 縫 の —— J (傷根県教背委員会「營谷鍵」所収，後，；G嫁热俊r龍と娘ぜ所 

収）71〜75頁，同 r採鉱め金のW浴J ( 1 9 7 1 .|R]「鐘と锻冶j 所収) 28〜29買。ただし「永代鍵j が一般化するのは 

近世以降であり，それは' k産ぜ《:の大と地域的特化をfr:ったとされている。なお，tMll-までの全®= 爐商が一一特に 

. 地://においては—— 培練 . 锻} 錫物師並営の形態をとり，|j.原料所在地を求めて漂泊，移動する技能の徒の集旧で 

もり，それが近世に入って土;?"fgi族でる跌師ニ鉄山経営者のもとに従腐. 跟収され山内を構成していく，という見 

解について，m m  菜と化?5 共同体」156~163瓦お永奨「鍵製鉄の生産偶造J 270〜273頁，森襄兵衛哺部の

鉄工業j253〜254頁，石塚え谈r採鉱冶金の民浴J 40~ 45真，同r鍵一~"11懷 f!:谷Mの場合—— 」?4〜75頁などを参照， 

ベ27) f如 ^一，前 接 (•■明治化における古来の砂鉄製練法J) 49〜53貝，/§高邦雄r職業と生?？]兆同体J 162-163直， 

庄T?J久ギ•■たたらの肥! :地现学的研究」122貝，日本学士院（三枝博きnjJi治前[II木鉱業技術発達5Uj194〜199貝，向 

井義郎偶山脈の鉄 J m 〜173貝，武并博明•■近Hi:鉄山榮の嫌についてJ (たたら研究6 号，1 9 6 1 ,後，「近[0：製鉄 

所収）85〜100貝， 「中国地方の諸鉄山J 49〜5 0 J<。天杯吹子の伙川は所要人員を半減し生産性を 

飛躍めにiぎめたとされている。 -
< 2 3 ) 厂搞邦雄「職紫と生 »̂；-共同体」1 6 2 - 163J t 向；II:義も|5「r|個山脈の鉄J 174貝，野原中国地力の諸鉄山』50更。 

そのはか，近世以陈の「鉄ダ、'流しJ 法による砂鉄ぼ収も製鉄史上のJli要な技術ホ新とされている。日本羊士院（三枝 

博き）■ 治前I Iホ鉱業技術発速史J 139パ 45貝，i f川昭ニ r鉄の放浪記J (同r鉄J所収) 154〜156頁。

( 2 9 ) 労働組織. 職制については,，俄jSI —•，前搞liJ (•'鉄山秘MKi) 访七（118〜I 75頁）に-評しく，その一̂ 部は結城

次郎 . 5M P5 r小旧地方における砂鉄製練法の史的研究J 08〜88貝にも収録されている。なお，労働飢織，山内人数 

等についてはJ i p 袖 灘 r職業と化ほ共:同体」106〜175見石塚尊俊「鍵師の社会J (!|^2旧日本民俗学会ホ会{；1950；1 発 

ね 1971料 赚 ，同⑩と般冶J 所収）1 5 6 -161JF C向外義郎r広岛藩の鉄山格;ぬ ^倏目J  (史学維賊3-8, 1954) 54 
H , 同 r鉄III経常jc■おける鉄師と村力とのは！係J  (鈴塞女子短大究染報1 , 1954) 22K . 同 r近世における鉄山経 

常の形態一一州佐々木家の鉄山梁を中心として—— J (史学研究5 9号, 1955) 57〜59貝:，同「中国山脈の欽j 1?1〜 

1 7 8 ,1 9 8〜199頁，-思永实「鍵製欲の生産偶造J 274, 281M. SmUl! — rたたら製铁業の生産構造j  (前揭 r跌鍋 

一部，/M らな5三® ) 21〜23貝などを参照ぃ 

イ3 0 ) 服部之総njii沿雄新のホ命及び反ポ命j  ( r日木资本主義発速史講座J 五所収，1 9 3 3 ,後， 「服部之紘箸作染j  I 所 

収，Jy!論社，1 9 5 5 )14〜 20 H , 同 r方法及び材料の問題J (r歴史科学」1933ギ8 月号，後 , >■服部之紘著作集j  I 所 

収）197〜2 2 2 H ,同び厳マユJ  Iホ化の歴史的在仲J (r歴史科学J 1934律3, 4 月号- , 後 r服部之綠奢作集j  1 所収） 

25?〜261Jも 同 rマユユフ，クチユズ論争についての所感J (講演〔1952〕，福岛大学「商学論ifej 21-3 j m . 後 「服 

部之德}^作 |̂も i[所収）303〜306某，士屋商雄『徳川時代の*̂ *=/ユクアクチユア」（r改造J 1933ィp 9 後, 同 r(：{ 

木5??木! 截史論i l S j所収, W生社, 1 9 3 7 )156〜1 5 8 M ,乎歐教太邮山 !•が担j  (「改;i j 1ぬ3年12ルタ, 後，同 r-/ 
ルジ3 アiXiiUiモ義ホ命J (新版）所収, 法政大学川版局, 1988) 277〜281H , などにお'̂ 、て，I個地力め砂跌:f/i剑ほ:が 

-JRりが:げられたが，そこでは1)砂鉄If/練衆をゾご. ュのもじするととの妥当姓，2 )マニュ檢Hiのもた取特に「藩常J

46( 25の



近世鉄山業の？ド究$响と展望 (一）

流から練政（应丁殺）製造に至るまでの全エを一鉄 

個のもとで行う一 貫̂経常，甚幹部門ニ工程の兼営，或 

いはどちらか-ュエ•程のみの単独経常等々の形態があり， 

Ilfに農具等を製造し铁山業には含まれない「地下J 

(H方) の小锻冶が:布したという内容の多様性に留意 

することが"一- - 以下との旧速でも—— 必要であろう。

.一 、 生 産 構 造 ，

け)鉄師ニ鉄UI経常おの系譜(W自）

鉄師ニ鉄山経常者の系譜や性格に関しては早くから 

小賺武夫氏，足高卵雄ほ等により，その特殊性が指摘
(32 ) ‘

されていたが，その後庄TO久孝氏，合并鋪蔵氏，岩永 

実氏等によりそれぞれ二つの類型に類型化され.觅に 

，向井義郎氏の総合化のなかで三つの類型にまとめられ 

た。まず前者についてみると , 庄 司 氏 は 懷 J 型 

(土ま地主的大士地所おにAけく大経常〉及び「石見J 型 （商
(33)

m * 金敷贷付，陆造によろ資本蓄债に3^づ< 'J、経営)，今并 

氏 は r旧型欽山師J (小世〜近世初期に鉄山業をf旧始した 

側拓；£ 着 地 型 ）及 び 「新型鉄山師」 （中jW以降.商品貨
(34)

傲経済の発達に件い鉄山粟に着ホした「商人J 資本型j ,  -培永

氏 は r :h聚的鉄山師 J (「小世の武士邸がI刷 着 も 娘 し ， 

炎力を货j|lとして大地主となり，鉄Ml師J となったもの）及び 

n新织{鉄山師」（4 側以降の商人Hi身の鉄師）とそれぞれ炎‘ 

なる表現を用いてはいるが, これらは内容上,墓本的 

には次のニ類型にまとめることができる。即ち.遅く 

とも近世初期に鉄山業を開始した，威士 . ごし豪出0 の 

開拓地主による大士地所有を塞盤とした経をt がその第 

一であり，商業，金融業，酸造業等により資本を菩极 

した商人資本による中期以陈の経営がその第二で'ある, 

このふたつの類型は，向兆氏によりI . 江戸前半期をこ 

支配的な「中世的士豪（農奴主）型パ同族[•旧を率I 、た中[!]： 

武士の土养• I明おiによる小t はi的性格をもつ鉄師) . n . 中jtij 

以降拾頭する「前期商業資本型」(新興の農商川身の教師） 

としてうけつがれ，更 に in. 「農問稼小鉄師J (後平期,

特に幕末期に族生する新LA、性格をもつ小鉄加）が加えられ
(36)

た。

以上の鉄師の諾類型の具体めな事例としては， I 型 

は出雲の旧部•桜兆 . 糸原，安芸:の佐々木 . 香川，伯 

着の木下 . ホ都，石'見の三浦等が, D型は伯者の近藤 

，段塚 ‘ 緒ガ，石見の平田 * 藤問 . 三宅: ，藤弁，美作 

の徳山等がそれぞれ举げられて、、るが，近世後期の出

をいか！;こ評価するかということ，力’> ひとつの諭点をなしていた。マニュファクチュァ論サの終過については，たとえ 

ぱ小山弘他榻「f l木資本i 義論や史J 上（W木文庫，19ち3 )6 6〜82更。その後の研究は寧ろ民营鉄III業を巾心として， 

言うもなく逸力、にリぜE的に行われてきて、るが，藩常鉄山業が都内お力廣民を経哲組做に組み込みつっ售，まれたも 

のでち) ることが明らかにされる一方. 民?S，鉄山梁につ、ても鉄師とt 注権力とのr共M 肌ずりが指摘されて、、る。まA:, 
「鉄f t lb 資本が近代的な資本親型に属するものではなく，その生産基盤，生産旧係など資的な侧而を考慮に入れた填 

仏 単 に 「マニュファクチュァJ の語をもって说5(1̂ しえないことはュ般に確認されていると言ってよいと思われ;6 .  
なお，片1【1朋子 n淡後における芸備地力鉄山業の5if究をめぐってJ 27〜29頁。

注 ( 3 1 ) 尾高邦雄r職業と生沾共同体J 165-166. 203〜2 0 4 H ,向并義郎•■広;き藩の狄山格式及條ロ j  54見 同 「近I!!:にお 

ける欽山経哲の形態j  58〜57頁，同 f中® 山脈の鉄J 167, 178H。

( 3 2 ) 小野武夫リ1旧の三名族J 230~242頁，尾高邦雄•■破紫と生活共同体j 164‘ 165ぽ。

.(33 ) fTrfJ久孝 rたたら（鍵) のぼ:営形態よりたるI1Vポ. ，お見の地域性J 1 2 -1 7 , 23頁，同rたたらの歴史地地学め研究j  
125…127 貝。

( 3 4 ) 今 射 繊 r江戸時代ごWWにおける鉄山経常と鉄山師の他格J 157〜15甥 。

(35) お永突 >11製鉄の生産構造J 273〜276頁。

( 3 6 ) 【I袖 -義郎 r，|，国山脈の鉄J 180~184貝。

( 3 7 ) 向:m按郎r，i，国山脈の鉄J 180〜 な お ， I 型めうち}1!雲の三家については小軟武夫「れ懷の1^名族_1 ,/；Kf-J 
久孝「たたら（働の経常形態より見たるH魔 .:?4‘見の地域性同 rたたらのtey：地超1学的研'究J, >̂ 越製跌の

生途#m 」，安;S のニ家については藤ni五郎 r農奴:liめマニュファクチュァのな盤J, *7ム7ム痛の狭lli格iU i：
條目J , . 同 「放山経常に於ける錄fSliとW方との関係J , 同 「近1U.•における鼓山経常の形態J , 同 •■剑も'/の欽山飾J ぱ湖

, , 地力史研力!1 7 * 18巧, ; 1 9 5 6 ) ,同 r座鉄•鉄株と山県級伽J (鈴集女子短大iff究染報も 1957), (Ti) '「鉄山労働あのダt 
想 と移®;化1 ，（たたら研力;会研究紀吸ゆ1|刊号, 1958), 同 [江戸時代鉄押法-による越般め操作策のめ容と技法fこっし、 
てJ ( 1 ) ,がIギ?のニm こついては今附1滅 》■江戸時代期における鉄山r链レ鉄山師の性格J, お見の三浦家について 
は;よ巧久5̂  ̂ r盤より览たる近||丄'巾H仙村のお:会経济挑遊J を，また，n 型のうち伯# のEtまにっいては今兆绍繊. 前 

m 文, お永! ^ , 前揭論文，松M殿プr 「境融述会所と鉄が流通^の謝{侧 —— 境融通会所n 記を巾心に—— J (たた 

-ら研究2 ぢ■ ,1 9 5 9 ) ,武附侧 i 「化政朋息収ポにおける江戸廻鉄趣1̂ に̂っいて」（た た ら 研 究 1964), 見の平 

III ‘ 藤問•三あ家についてはjfjジt)义ポ rすこすこら(撒 の杯ぶけ!•も態よリillたる111與 ‘ 石iiLの地域性J. 1，(1 rfcたらの照リニ
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itt世鉄111業の研究動向と展望(一）

m ，能綴郡, 伯善 . 日野郡，備中•上市辺に所在が確 

認されている「農民的なi i 商人j は恐らく BI型の典型

して考えるべきであろう。

的な例をなすものであり，また広く散在する小規模般
{的）

治屋の単独経営等がこれに含まれる。以上の諸類S Iに

関して興味深いことは， [ 型とn 型との間には生産構 

愈上根本的な差異がみられず, ともに蒲権力と「共生 

閲係J に立つのに対L て， 1H塑は生産，流通上これら 

と対抗関係に立ち, 「大市場，問屋に直結せず， 近隣

(2) r資本J 形成 •経営の諸類型 

以上のW究史の股開に従えぱ鉄師は系譜上大きく 

三類型に分1：̂られ. 更にその性格♦生産構造の上から 

は I . n 型とm型というニ類型に帰着すると，とになる。

しかし，このことはもとより—— こうした類型を設定

め小鉄師ゃ農具银冶星等と直接結んで小市場圏を形成
(40)

するJ という， V、わぱ小銀冶（刀锻冶, 及ぴ野锻冶.百

姓锻冶ニ鎌锻冶. 餓銀ぬ，鉄锻冶‘ 釘鎭冶など）学の加工業 

(村の锻洽励'Jすf 在から，ョリカ規棟なものまで）を媒介とす 

る员地的な流通圏，消費市場との結びつきが指摘され 

ている,>なである。•■農民的な鎭商人J にりいては，松尾 

隙言氏，武弁博明氏によりその実態が明らかにされた。 

それによれぱ持高わ上では中，下層農民で，鎭塊を鉄 

山から賣入れ，数 人 の r鋼造り職人J を雇用して自己 

. の仕事楊で鍋造りを行うと同時に，近隣諸国を始めと

することの意味を考え合わせるならぱ—— I, n 型を 

梭別することが他の開連においてはョリffi要な索出価 

値をもつという可能性や， I • n 型に関しては寧ろ別 

の基準に従って類型をW 設定すべきであるという主張 

を斥けるもめではない。この点に関しては，当初との

鉄師の類型が庄司久孝氏や今弁鎭蔵氏においては寧ろ
• • • • (45)

r資本J 形成 (蓄積）の類型として設定されていた，とい

する相当広範な地域に自ら売棚く「小親方的在鄉商人J
(41 ) .

とされており，このほ力、鉄山周辺には農民による副業
■ - (42)

的な鎭造りが広くみられるという。その他の事例とし

ては，小規模鉄師が多いとされる石見（邑奴1115) ではホ

う事実に注目する必要があると思われる。その後の変 

化は, 岩永氏以降類型化の上で系譜一一■これはもち 

ん r資本J 形成の問題を含んでいるが—— とい5 側面 

力i前® に出されたこと，及び *'新型J 鉄山師がn日型J 鉄 

山師の支配的な地.域に成長し共存するととにより，同 

様の生産構造をもつに至るという今弁氏の指i が,鉄 

山稼行地帯におけるI • H型’大鉄師= 大山林地车の圧 

倒的存在という事実認識と結びついて，岩永，向井画

小農民の共同出資による鍾経営（'■寄吹きJ ) や簡準♦小
' (43)

规摸な製鉄業（「一夜吹きJ ) が行われ，また近世中期以

氏の総合化のなかにうけつがれたことに基づいて生じ 
(47)

たものである。その場合の主たる諭点は，系譜上の I ,

降，播磨 ，山崎》t r , 曾根，高砂等の問屋•御用商人及

ぴ大坂商人が，m m ，旁栗郡鉄山業に鉄師として進出
W4)

していくことが明らかにされている力'、，前者は1D型に

腐するものでり，後老は以上の三類塑とは別の型と

fl, ID型という三類型と，「山内労働等の生産撥造J 上 

の I . n , HI型 (乃至大鉄師，小鉄師）というニ類型とが 

並置的に設定されていること，及びそれらの類型設定 

がもつ意味，このニ点に開速して存在するように思わ

地理学的研究J , 藤# 家については岡晴三郎「お見国美激邵上道川村故障一件についてJ  (たたら研^^4 号， I960), 
美作の德山家については& 本IE芳 •■美作西北部の鼓山業と地域社会の変貌I 《り（たたら研究3 号， 1959) , 崇ま英之 

「村力地:l i制と鉄山経お—— 笑作国舆庭郡徳山家の場合一J , (照山史学6 - 7 号，1 9 6 0 )をそれぞれ参照。

注( 3 8 ) 松尾陽击《■境融通会所と鉄烦流通上の謝》■]題J 16〜17頁，m m m 「近世後期における鉄商人についてj  (安旧女 

子短大耍劍サ，1966) 66〜69貝。 . ‘
( 3 9 ) 向井‘義郎 r巾国山脈の鉄J 184 K 。

(40) , 侧 I韻 郎 「広;え落の鉄山格式及條目J 58〜6 0瓦 同 「巾© 山脈の鉄J 1 M H  (傍点は辕者〉ぃ

( 4 1 ) 松; g陽古け/i流通会所と鉄® 流通上の諸問題J 16〜17頁，特に武弁博明•■近世後期における鉄商人についてJ 6 6 -  

68
(42) m m m  •■近iii:後期における妙商人についてj  e e j i：, なお，依国一 ， 前描m び敦山秘«も） m  n ,
(43) r鉄山栗史研究の现代的窓義—— 廣栗生遊力の発族とタタラ製欲—— J (たたら研究14号，1968) 48K .
( 4 4 ) 宇野正後r兵旧媒兴粟郡における近® 次Ifl業についてJ 30〜31直* これがn 型と区別されるべきであるとするの 

は，11型は同時に;1 :*? . 在地の地 1̂:め# 在でもあるカ、らである》

( 4 5 ) 庄TO久求 f■たたら(線)の経常形/道より見たる出駕，石見の地域性J 1 2 - 1 8 K , m 『たたらの歴史地ゼ11学的(lif究j 
125〜127頁，今；II鄉践 m :戸時代M側における鉄山経常と鉄山師の性格J 1 5 7 - 4 5 9 H 。

( 4 6 ) 今粥ポ蔵r江戸時代4 ,期における鉄山経哲•と鉄山飾の性格J 159貝。

< 4 7 )ぉ永^!^广錢挺鉄の/|滴構造」 276 ；t t  |?が1韻 邮 《'4 個山脈の鉄』180, 184 m
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近世鉄山業の班究勁向と展望(一0

れる。以下においてはこうした観点から，いくつかの 

llfj題を出してみることにしたい。

まず策一に，向兆氏が指摘されたように対領主関係 

に お 、て，ま た 一 規 模 ‘ 製品種まと、、う素材的要因 

に規定されるところが大き、が一-生産構造や局地的 

需要と結ぶ流通構造の上で，それぞれ異なった社会的 

性格を示す点で， I . 11型とDI塑とは対照的なニ類型 

をなしていを。領主権力との関係について言えば，(1) 
大鉄師の運上銀 . 寸志銀 •其加銀め上納と領主め「財 

政的 •行政的J 見地からの保護の上に両者のr共生関 

係J 力';成i したとされている力'、，このことは大鉄師に 

とって経営の不安定要因，合理イ匕の胆止条件となった' 

反面，そのす資本J 形成の上で大きな意味をもつもの 

であった,たとえぱ家格のある大鉄師に対してめみ行 

われた鼓山用飯米調達のための年貢米割当= 「為替米J 

制度や，大鉄師に対するm細，鉄山 （木廣山）の附与等 

がそれである。更に，《2》「鉄山格式J を通じて小鉄飾. 

小規模鎭洽屋に対する製品種類.生産手段の制限や原 

料入手上の統制が行われ，また流通統制上, 大鉄師の. 

優遇策がとられす 1 。ビのよう'に対钮主関係において1 ' 

n 型とK[趣との間に - 線が画されていたことは，特 

に中期以陈の安芸•山県郡や松江蒲などのように「鉄 

山株」が圓走され,鉄師間の株め売買という形でのみ

経営拡大が可能で'新規業者の進出が阻止されていたと 

ころでは, 小規模锻冶屋 . 小鉄師= 小規模業者による 

経営の拡大を不可能とし，鐘株をもつ大鼓f!(]jの廣位と 

存続をもたらしたとされている。 しかし同時に,旧型 

は 1 • n 型に比ぺてョリ不安定め.卯持続的ではある 

力\領主権力と共生関係 J に立って発展i3てきたい 

n 趣が既に幕末期に一様に鉄山経営め不振，破綺をき 

たしているなかで，近世後期—— 特に幕末期—— 1̂ 降 

in型が-Si他し , その勢いが明治期にも持続するこ&

I . n型のなかに洋式技術の導入.設備改良に努め大 

正年間まて，爐製敎業を継統した鉄師が含まれるこ(I) ,, 

だがそれにも拘らずとの鉄山稼行地帯を特色づけ趣定 

しているものは，I ，II型の鉄師による広大な士地一 一  

特に山林—— 集積とそれを基盤とする経営類型であみ
(54) _

こと，等; 々が確認されていることは興味深、。

ところで，言うまでもなく，類型は何を基準と;して ̂

設定するかということによって疲化し，また基準自体: 

も，その類型を用いて何を解明しようとするのかとい 

うことによって变化する。そしてこの場合，便宜上し 

D , 1 T 型及び 1 . I I , HI型と表現した向非氏による鉄 

師の類型は，社会的な系i やま格を基準として設定さ 

れたものではあるが，実態に即して r資本J 形成キ村 

あi 造との関速という観点から, 資本♦経営類型とし

注( 4 8 ) 小野武夫「出®の三名族J 269〜290H . 原 <■松江藩の製鉄業と農栗との関係j 117〜123頁, 尾高邦雄r職業と 

化括共同休J 163〜164直，注司久ギ「たたら(敏の経資■形態より見たる出W . 石見の地域性」11頁. 同 rたたらの歴 

5WMI学的研究J 125T i 向#-義邮 r鉄山経'謝こおける鉄師と村方との閲係J 23〜26頁, 同r座鉄 . 鉄株と山県鉄師j  
69〜7 1 H , 同 r中® 山脈の狭J 1 7 9 ,1 8 4〜1 8 5 ,1 8 7〜188頁，えおと実r爐製鉄の構造リ 277艮士弁作治「貢租 

と村財政」（「如計町史J 上巻, ！？じ編，第一章，第四節, 加計町役現 1 9 6 1 )W8〜 150更，武井博明「鉱業J 《r加 

Hinj史J 上卷，第二® , 第三章，m^m) 417〜 419直，好原紐一 「近世後期産铁市場f港造の特質J (たたら研究会線 

•■日本製鉄史論J 所収）274〜277頁。

( 4 9 ) 向兆義郎「広岛藩における鉄山格式及條目J 5 7 -6 0  J < ,同 n j j国山脈の鉄J 1 8 4 ,1 9 2〜193頁，松尾陽古•■境融通 

会所と鉄類流通らの綱0題j 16 m v
( 5 0 ) 堀江te;银 r松江藩の®!效業政®  J 229〜230頁， K桃義郎 [座鉄 . 鉄株と山県鉄師j  61〜6D, 74〜7 5頁，同 「中国, 

.山脈の鉄J 188〜190更。 ,

( 5 1 ) 小5!jf'武央 rH i®の三名族J 279〜 284 掘江保蔵「松江痛の製鉄業政策j  240〜241瓦向井義郎「近世における, 
鉄山常の形態J 53〜54頁，武ル博明「鉱業』440〜447更, 脇坂昭失•"商業と金融j  (r加評町史j 上巻, 策ニ編， 

敏三章， 六節）601〜602貢，i野原ill一 rたたら製鉄業の衰退J , 同 r明治前期和式（たたら）製鉄衆の;&機j/後述. 

のようにI  ‘ n 型教師の叙山衆は必ずしも、•■一举的崩壞J という形をとらず, 民営鉄山業のままで, 成 、は赏営に移> 
行して，明治，大正期までネ纖するが，幕来期における経常不振と藩大幅な保護は，般に指搞されるところでち 

る。
( 5 2 ) 向;JI韻 fi|5「>t»国山脈り狭J 1 8 0 ,184  K 。 ，

( 5 3 ) 旧大鉄邮による鉄山業の明洽他以!̂ の̂め箱は，1)技術改仏新技術の m入 , 2)古いれ糾造ニ生産基盤の持統とい 

5 , クれHi体としては背反的なニつの侧而には]速があると思われる。H本鉄鋼史編慕会編r(：|本鉄细史（明治篇) J 
83〜8 4真 岩 永 製 鉄 の 生 處 版 ib  290頁’，向非義郎•'中国山脈め鉄」182頁,、飯111数一 r近代製鉄技め史の立 

填からみた『たたら製鉄j についてJ  33政. ！il觸建 - ，f■中ffliild；の諸鉄山j  5 1 - 5 4 K ,同 r明拾前期和式（たたら）製 

鉄業の危機J 〜8 2頁などを劇Ki ' ' .
(54) I刷 :義/$ r小国ill脈の鉄J 179*^180

. —— 4 9 ( 2 5 5 ) - 一"一 ;



近世鉄山業の研究動向と展望

て発生的にみた場合，三類型に関しては系譜のもつ意 

ゆが，ニ類型に関しては1 ，11型内部の差異が，それ 

ぞれ少なくとも換討を要する問題点をなしていると思 

われる。

従ってf c b と，系譜を基準とする三類盤をr資本J 

形成：という観点から取り举げてみることにしよう。そ 

の場合にまず問題となるのは， r資本J 形成という祝 

角を設定することの妥当性であろ。確;かに全ての鉄師 

ニ鉄山経営者が同時に自己蓄積に基づく「資本家J で 

あったわけではなかったし，自 己 『資本』のみによっ 

て鉄山業に着手する場合はギろ少なかったとされるベ、 

きであろう。殊に近世前半彻には， 1鍵をも合めて産 

鉄の-^手服売を条件とする大坂特権商人による前贷や, 

それに対する藩の親制が行われ, 中期以降，自 己 「資 

本J 率の増大を一契機として経営の拡大をみたとされ
く55>

る事侧や，石見国における鉄師と藩との合同資本によ 

る 「御仕入ネ 合吹の^鍵ム幕末期美作西北部鉄山業に 

おける鉄師間乃至鉄師と囚ぼ?の問屋商人等による共同 

出き，経営^ の事例は，そのことを示すものであり， 

また近世を通して鉄山経営の不振の原因乃至結果とし 

て，多ぐの場合借銀の累積が指摘されている。 しかし 

なお，この視角からD型との料比に於いてI 型という 

類型を設定することに意味があるとすれば,それはな 

によりもまず同族団を率いた中{1L'以来の武士，土豪の 

開iifi地主ニ小領主的な成長と：その土地所有，農奴 i  

的経営を基糖とする鉄山業という点にかかわるもので

る。庄司氏，今兆氏，お永氏> 向井氏とうけつがれ 

たIU雲の 【型の三鉄師に閲する小野氏の研究は，鉄山 

業の発展に件: う土地娘横をもちろん指摘しつつも，こ 

れらの鉄飾が中世以来の武土出自で僅少の「恩給地J 

と威力的方法 j による占有地をもち，また近世には 

広大な蒲有林の無償附与と準武士的待遇をも受けた， 

開拓地主的蒋在であることを強調している。この貝■解

の問題点は，•'同族団J ,  *■武力的方法J による占有池 

等々の多くがあくまで推定であって，実際にどれだけ 

の-i*A、形態の土地所有と生産基盤とをもゥて鉄山業を 

開始したのか，具体的に明らかにされていないことで 

あ^ 。たとえぱ安芸•山県郡の佐 木々家は武士の出自 

をもって同じく I 型とされ，中期以降鉄山業をはじめ 

とする詰-部門德造業，金融業，舟運など）の兼営によゥ 

て土地後積を進め，ひとつの大規模な結合経営を形成 

するが, 鉄山剖業期におけるその持高は決して卓越し 

たものではなく，ギろ鉄山業の拡張と並行しか旧細 . 

山林の集積過程:を示している。これが I 型内部に安際 

に見られる差異であるならぱ，両者はその限りでは別 

の型として峻別されるべきでるし，後者と II型とは 

—— D趣が在地の農民出自のものである以上—— 寧ろ 

類型的に近いものとなる。なお，この点に関して興味 

深いことは，武弁氏が糊における技術改良の德入を契 

機として，元禄期に山m-郡の鉄師の交替を認めうる可 

能性を示唆していることである。

以上の点とも開速するが，第 三 に 「山内労働等の生 

産構造J を基準とするニ類盤については，創業期のズ 

レ— それに伴う諸条件をも含めて一一力、問題となる, 

研究史の示すととろによれぱ， I 型の鉄山業の創業期 

は近世初期乃至それ以前であり， II壁は後半期，特に 

後期以降拾頭してくるものとされている。従って， I

型と II型の铁師は- パ地域差を認めた上で—— こ

の意味でもそれぞれ異なった村在構造と生産匙盤を背 

景として，鉄山業を開始したと想定する.ことが可能で 

ある。その場合，鉄山業（山内労働組撒そiix自体に関 

.しては一 一 '武并氏の研究により明らかにされているよ 

うに—— I 型の鉄山経営自体が時系列的な变イ匕を遂げ 

るものであり，また鉄山ごとの売買や鉄山相互間の労 

働者の移動も行われるのセあるから，今非氏，岩永氏, 

向井氏が指摘されたように，ある横断面をとってみた

法( 5 5 ) 武弁博明「鉱業_H32〜 437
( 5 6 ) 野 原 「近世後期産鉄Tii場偶造の特贺J 275賀。

( 5 7 ) 定本正劳r类作西北郁の鉄山業と地域社会の変貌J (1 )4〜 宗 森 英 :之 r村方地主制と级山経常J 101-102, 
108 〜 109 ぢ。

( 5 8 ) 向 井 翁 郎 •における鉄m経常の形健J 5 3 JC ,宗森英之r村力地:ii制と鉄山経當J 1 0 9 K ,武#•博明「叙菜j  440 
H , 脇坂昭夫r商業と金融J 601〜602H，。’ ■

( 5 9 ) 小 ® ) 夫 の 三 名 族 J 233〜2 4 7 K 。

( 6 0 ) 今井飾後r江戸時代中期における鉄経常と铁山師の性格J 1 5 7 - 1 5 8 K ,向井義部「>|:，国山脈の欽リ180~181貝な 

どに-:r r 述べられているが，その場合にも極めて- 省的な形でしか明らかにされていない。

( 6 1 ) 士非•作 め (r加計W n b 上逸，fMUm,ポ三章，第-^節）318~ 320直。

( 6 2 ) 跃井博明r近世鉄山衆の糊についてJ 9 7貝。 •

( 6 3 ) 前 恥 司 ，今兆，お永，I袖 :各氏の諸論文，特にIf桃殺郎 *•中旧山脈の鉄J 180-183  K .
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近世鉄山業の研究動向と展望(一)

場 合 に r山内労働等の生摩構造J に大きな差異は事実 

みられないかもしれない。 しかし村落との関迪におい 

ズは, 小農自立をとりまく条件としても,また農民層 

分 解 の 「型J に対する趣定耍囚としても，それぞれ異 

なる時点，段階において而者は大きく異なる意味をも 

つたと思われるしそのことは逆に一 一特に1塑鉄師 

を狭義に（即ち，r資本J 形成という視角から）解釈した場 

合には—— 鉄山労働者の析出基盤という点でも興なる 

影響を及ぽしたと言ってよいであろう。

以上の諸点からも言いうることである力，S 中期以降 

の大鉄師の多くは結合経営形態をとり，村方において 

は政治的 * 経済的にffi要な地位を占めたのであるから， 

「資本」形成の問題をふまえつ つ ，こうした側面をも含 

めて，資本 . 経営類^^としてこれを如何に捉えること 

力':できるかということがひとつの問題となる。従来， 

「山間後進地帯J の 「大鉄師」に対しては,近世を通 

して「大士豪鉄肺J  ニ「大商業高利資資本」という類型 

表a が与えられてきた6 しかしどちらかと言えぱそ 

の鉄師類型に固有の，常に変化するこ と の な \、一般的 

顏向性を想定し強調するこのような類型設定に関して 

は, 流通との関速をも含めた経営類型として，武兆氏 

力'適起されたような時系列的な変化がみられないのか 

どうか，また，この点，三類型のそれぞれについては 

.どうか，という課題が残されている。

は） 労働者の性格一 一 山 内 專 属 労働者——

鉄師の系譜についてと伺様，山内労働者の特與性も 

早く小驟武夫氏，尾高邦雄氏等により指摘されたとこ 

ろであるが，ネの後の研究は一般的な研究勘向と対応

来の研究に基づきつつ，鉄と山内労働者との関係， 

それに対する藩の統制.歯与などを通して山内の其休 

的様相を明らかにしその後の分析の甚礎をつくられ 

たのは向非義郎氏である。そこでは一̂ ~ 小̂賊氏，尾高 

氏等の研货をも舍めて一山内労働者めあり方ははぽ 

' 次のような形で,一般的様相そ描き出されていた 

と言ってよいであろう。

即ち，{り山内労働者は，製鉄を部族的職業とする 

「鉄山族J の子孫とも言うべきものであり，同職性= 同 

族性という二重の典同感情と独特の労働組織とをもっ 

て(k)職業が;)内婚制による世襲的*封鎮的な集団を形成 

した。

じ)山内労働者は「鉄山譜代之者_ ]であり「荷 主 （ニ 

鉄師）贾切之ものJ と表現される奴諫的存在であって, 

鉄師から給銀と季每の達引決算の形で米.銀を前贷さ 

れたが，未進に新贷を紫積して借金.*债務奴黯的状態 

におかれていた。更に日用必需品が鉄師から支綺され 

る一方，商 人 の r山内J への出入が禁止乃至制限され, 

商品経済との接触を断たれて自然経済的状態におかれ 

ていた。

(31山內労働者は藩（r数山格式j)~>鉄fSlK*■条R j)により 

移動を強く想制され， 「山内J に緊縛されてロ常生活 

全般の拘まを受けた。鉄師は領主から r山内_ !のま門， 

人別改と刑事栽别の特権を与えられ,こうして挪や垣 

でまれり也下」ニ地元村落から隔絶された，私冗セの 

及 ぶ 「治外法権的J ffi城を構成した。とのような鉄師 

と山内労働者との関係は， r親分子分の擬血縁的支配J 

関係，「中世的オヤカタ，コカタ的阅係J と規定しうる 

ものである。 ■

して大きくふたつの方向に展開していった。まず，従 「山内山内労働者の世襲性 , 閉i t e t ,  i u 焉i を強

注( 6 4 ) 向并義郞r広岛藩め鉄山格式及條3  J 63J ( , 同 r鉄山経営における鉄師と村力-との咖モJ 12, 27貝- , 同 r近ほ-にお 

ける炒山経常の形態j  6 4员など。

( 6 5 ) 小野武夫n i懐の三名族J 252-255 . 226〜277貝，尾高邦她「職業と生?S 共同体j 156〜210買。

( 6 6 ) 小财武夫「Mi翼の三名族J  255真，尾ほ邦雄r職第と生共同体」1 5 6^ 161 ,1 7 2 ~ 1 7 5 ,178,202〜205貝，お塚尊俊 

r爐師の招:舍J 161〜176M ,同 「技能级[31の虫J鎮性と漂泊性—— 中0 山地の鍵部落において—— J (ロ本Hi俗学会

1ほ伝/も 1 5 4 , 1 9 5 1 ) ,向非義郎国山脈の鉄 J 197〜1 9 8 ,1 9 9〜200H。 .
( 6 7 ) 小野與失「出雲の三名族J 252〜 254K  fSiV佛 雄 •■職栗と生族斯司体j 168〜169H , 藤1[1五郎•■農主的マニュ 

ブアクチユアの巡盤J 332K , 向非義郎r/S鳥藩の鉄山格55̂及條口J 55〜57, 61 H , 同 「近助における鉄山経営'の形

M j 59〜62冗 同 rt|個山P の鉄j  200〜20 2貝•，今并鋪蔵「江戸時代中期における鉄山経哲と鉄山師の他倍j 160〜 
164 お永^̂  •■越製鉄の生産偶造j  282 M, m ' - m i「鉱業」414〜416 K , 原建- - r近世後湖r労働;^の諸間遇

—— 制£1地力たたら製鉄業を中心として一̂一_)(経济学セ誌6 , 1969) 95〜97 r<。
(68) m tm m  •■松江藩の製鉄菜政策j  235- 230h . 小野武央m 懐の三名族j  255, 276〜277冗ほ高邦雄 r職第と生 

断徊体 J 168-169, 176-186 , 202〜203冗 义 者 rたたら働)め経営態より見たる山雲. 石觅の地域挫j  g 

〜9 ；Pも 同 rだたらの歴史地理学的研究J 124貝‘，藤ffl五郎「傻奴主的ツユュプアクすユアめ並盤J 3 3 2 銀 箱  

郎 rjtKM義の效山格式を條I3 j 5 4 -5 7 . GO〜 の 成 同 「近E'における鉄山経だの形態j  Q 2 % 同 「铁山労働者のダt

5 1 (235)

坪) 明gll，，，.，啊
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近世鉄山ぎの研究動向と展望(一）

PPSImbi

調するとのような一般的な性格想定は，近世を通して

多かれ少なかれ妥当する共通の特質であることがその
. . レ ' - . .  (69) .

の後の则究においても確認されており，武弁博明氏も

性格規定をョリ厳密化する形で，職案的な近世鉄山労 

働者が奴錄的存在でよりをことを確認している。即ち， 

武弁氏は(り労働力の再生産を甚'軸とした始时形態（鉄 

師による全化必需品の★ 給。労働最とは無関係に51̂ 期的に 

定額ずつ支給され.!る 米

働者についてもそめ家族形態の上で次のような変化が 

みられることを明らかにしその後の「発展史的視ずなJ 

からの分折の布石とされた。. 即ち，武弁氏はそこでm  

近世物期には基本的にih内家族のニ，三男より補充さ 

れ て 、た非技術労働者が，中期以!^?^^狭山業の視摸の拡 

大に伴い r買切」の譜代的■ 傭J 形爐においてでは 

あるが外縁農村から屈傭されるようになること，（2)初

货金と〔爽際には5!{給されない〕
(70)

「労货J との幅ffii上での一季毎の差?; I決算) ニ奴織的再生産，

(2》未進銀の存^在を基礎としての謙属関係ではなく， 返
(?り

済とは無開係に r孫々ニ至迄永代J 働きの契約，（3)経

営主相互間で，作秦場 諸道具と共に労働者を一括し 

^^成要素として売買している

期->中期には 内J は一般に技術労働者のみを取位

とし非技術労働者は傍系親としてその中に包摂され 

るような，身分的差別を伴った家族形態で構成されて 

いたが, 後期にぽ非技術労働者をも含め労働f の多く

等質な水位として山内

て生産手段の不可分の-
(72)

こと，等を根拠に，経営主が労働者を生産手段として

が直系単婚家族形熊をとつ て，
(77)

を構成するようになること，を指摘している。次いで

所有しているミ係であり, 

働者の総体が，奴織所有者…奴謙と '̂
. (Y3)

り結んでいることを指摘した。

鉄山経営まの総体…鉄山労 

う生産関係をと

ところで，このような一般的な性格規定を前提とし 

ながらも，更にこの問題を村落構造と関連づけつつ, . 

そとからの铁|1|労働者の析出や鉄山労働者の性格の時 

系列的な変化を解明することによって鉄山労働者の布 

在形熊を捉えまそうとする，もうひとつの研究史の展

この第一点がヨリー層展開され,村落揺造めま化と鉄 

山労働者0 存在形態の変化との関連が，労働力の析出 

墓盤という観点から解明された。周知のように,藤旧 

五郎氏が "名子'譜代下人を使用する農奴主的地主の 

崩壊->質拓 . 年ま享公人の创出"の前提としての本百 

姓 = 家族自営的農民の-^般的形成という祝角から,先 

進 . 中間，後進地帯と’いう類型分析を通して，近世日 

'ネにおける 「近代的」進化が中間地帯を基軸として展
(78)

Iおされることを明らかにされた際,鼓山稼行地帯村落

開がみられた。これは庄司久孝:ほ,及び特に藤旧五郎
(74)

氏の分析のAば遊をなしていた視角ヤあり，その後岩永
(75)

庚氏や武井博明氏IH身によ，って部分的に.収举げられ，

は農奴生的地主- >71編農奴主的地主という動向を示す
(79)

後進地帯の事例として収举げられている。そこで藤W

氏は，a )：)：c政期の鉄山據行地帯村落の「無高浮過J の

研‘究 史 の 明 に お 、て武沖氏の"-速の労作に結突し 

たものである。まず武弁氏は■■世襲的期.業的」鉄山労

大半は，鉄師; 農奴主的地主のもとでの居村め鉄山労 
(80) , 

働者でること， （2)その浮過は， 「一軒前J の本百姓

ホ? と移動担制J , 同 r中® 山脈の鉄J 171, 2 0 0 -2 0 1 M ,今兆Ilf!蔵 尸 '時代中期における鉄山経常と鉄山師の性格j  
1 6 1 - 162 K , お永突r鍵激鉄の生液偶造J 281〜 282貝，織 臾 撒 「商部の鉄工業j  280JI；. 野原?^-" 近ti|：後期ド労 

働おの諸問題J 87〜9 4貝。

> ± ( 6 9 )武井f駒 3 「̂4世鉄山タタ働あの存‘在形態J, m 「近世後期鉄IM労働者にほける'-へニのPOMOj,野 原 % 世後期巧ナ 

働あJ の訪問題J , 同 「たたら製狭業のルま構造」など《 '
( 7 0 ) 武;II.博明「近世欽山労働者の# 在形態J 142〜144貝。

武弁博明「近世鉄山労働者の# 在.形態. I 144〜149貫。なお, 同 r鉱缴-J 415K  

武井II卿 r近世鉄山労働あの蒋在形熊」149〜1 5 (m V なお, m 「鉱業』416〜 417 JC  
武兆博明r近世鉄山労働者の存在形態」151f <。 ■
庄？7J久孝：「練よりたる近 ill；中国山村の社会経済構造J , 藤111五郎「農奴主的プュュフアクづ' ュアの基盤J。後に 

述べるように，庄T?)氏の rたたら(働の経営形態よりふがこる出雲. ：/̂ タんの地域性_|, rたたらの歴史地理I学 め 研 は ,

, 欽山梁をr地域社会の桃选J との述で111爛としている力V  r山内J にliyする阪りでは恒常的に促先ている。

(75) 永1  け越製鉄の生鹿趟」282, 武plH侧 i r近世鉄lUク湖)者のY?め:派^̂
武井博明r近世八幡[織 Uこおける效山経當J 178-185  H ；

我荆刺I j r 近世八幡湖京における鉄山任哲J 178〜106貝‘。 ’
藤ill五郎Hfe}建社会の展開週®  J 201〜 386 Jも ，

蔣W五郎 r-姐 k tt会の脚H過板:J 284〜345H& . .
( 8 0 ) 藤m五郎 •■喪奴主的プニュッァクチュアの並糖J 323〜324貧とこでは，D iiirtW .城労働者と111稼 * r m 労働ポ•. 

及び2)技術'謝あと # 技術労働; というふたつの(O fiがなされでいない。

(71)
(72)
(73)
(74)

(76)

(77)
(78)
(79)

5 2 ゆ め
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近世鉄山業の研究動向と展望(一）

の分解のな力、からではなく，"帳請人= 織属農ニ戲奴的 

布在の農民" の家族から， i のまま鉄0 ^パ動者として 

放出されたものが主流であること，を指摘されたが， 

その後の研究によりこの分析は「地詰帳J . r差出帳4 

の操作（嶋? 人の解釈）の上で，また浮過ニ居村の鉄山 

労働者とする点で，それぞれ誤りを含むものでホ)るこ 

とが確認された。 しかし武弁氏の分析は,方法的には 

明らかに藤旧氏の分析視角に立つものである。

さて，まず近世初期’ >中期についてみると，（り初あ 

の農村構成の中心は，数軒の屋敷を請け名子.下人を 

有する 1 町 5 反以上層による農奴主的経営であり,鉄 

山業の低，非技術労働者は鉄師= 農奴主的地主の家族 

内 に r下人J 形態で合まれ^ 一方，技術労働者は田鳥 

屋敷を保有して農業経営を行う。（2)中期には家族員数 

3 ,  4 人で 1 〜 3 石の婚小家族経営力 '中t 落構成の中 

，心-となるが，これはョリ家族員数の多い農家から 下 

人 : 傍系親が分出され，自立化することにより，家族 

員数の減少と.農家数の増大がみられたことの結果であ 

る。そしてIお立しながらも再生産が不可能なぎ細高持 

(無高）の家長, 及び村落内では§ 立しえなかった家#  

下人，下人や3 石以上層ら傍系親が，それぞれ出稼及 

び譜代の鉄山労働者として放出され，山内の単独労働 

者の相当部分を構成したが，、、ずれも課愿農再の自立 

化過糖を媒介としているものの，小農として自立しえ 

k  \^織属農ほの鉄山労働者化が基本的コ ー ス であみk

で不十分なものでもり，農缴释営内での雜厲的性格が 

鉄山経営内にも継承される。次いで後期にぅい't；は， 

(り農民層分叙め進展している村ほど夠1|労働者の辦山 

が多く， r無作層J の相当部分が鉄山核m m i)  • 鉄山 

出稼に従承しているとと，（2)鉄山労働港の半效以上が 

村方出生者であるが, 技術労働者には世襲的，鶴 的  

労使力者が多く, 低技術労働者は大举が,非技術労働者 

は全てが, ネホ方から供給されているこふ（3)契面で  

は，技術労1&者り存奄形態は譜代->'̂ [̂ 季 (質券奉公人的） 

->成捨循消奉公人的〉とV、ぅ変イ11をみせ,非技術労位透者 

の存在形態の変化との対; £ ヵ她定されること: ( 4)村下， 

大工を頂点とすネ姻戚関係によるr山) A j jの桃成.狭 

序の規制と技術体系の掌握とが, 鼓山労働者の•■古さJ 

を存続せしめる要因であること，が指摘されている。

以上において概観したように,武弁の綿密な実証 

分析によって鉄山労働者の具体,な存在形態とその推 

移とヵ辦明されたことにより，従来CQ「山内J  •山内労 

働者の-^般的特質を強調する見解は大幅に書きかえら 

れた。また，村落構造との関連が労働者の析出基盤と 

いう観点から時系列的に迪られることにより，庭村構 

造の中に位置づけられつつ鉄山業そのもの<p恋貌の過 

程が明らかにされた。 し力、し労働者の出自，家族形 

熊, 雇用契約等々の変化が非技術•低技f ，技術労働 

者別に解明された反面，「山内J 全体の様相がどのよう 

に変イ匕していったのかという点については*なお残さ

.注( 8 1 ) 藤111五-郎 「農奴お的マ；ネファクチュァの甚盤J  3 2 1 -3 2 5览  .■
( 8 2 ) 寺岛洋ー「安芸国名寄帖の-^考察—— 山県IIP【劇.地方における帖諧人につ、て—— J (歴史学研究170号, 1954)； 

なお，芸綿地方史研究会「戦後にぉける広岛県地方史5/f究め成果と課題J (1 )3 2頁 （武井博明)。 ’

( 8 3 ) 前記の労働者の区分の欠如は別としてもなお，向弁義郎r近世における鉄山経営の?抛も 6 2貝,武弁博明なm  
A 幡高原に:̂ ’ける鉄山経営J IS O 〜181頁，などを參照。この点は片mM子氏が， n贱後における芸備地方欲山業の研 

虎をめぐってJ 27〜2a；E において指されている。

( 8 4 ) 武#-睡明「近世初•中期における鉄山労働者につぃてJ 111-118, 1 2 8 -1 3 2 M o ここに言う初期とは俊長. 元ギtJ 

期を指す。 •,
( 8 5 ) 武非博明「近世初.中期における鉄山労働あについてJ 119〜 1 2 8 ,132~136頁。ここに言う中期とは元探*ネ 

期を指す。なお, 武兆氏は初期- >中期にあ;期の小農鉄山労働者ニ技術労働者は鉄山労働者たることをIjbめ, r - fA j 
的 .非技術労働者が鉄山労働者として専衆化すると述べておられる力もこのことは少なぐともどの時点におけろ 

技術労働者系譜上の断絶を認めることを意味し，従来技術労働者の世襲的性格が強調されてきたことと对照をな 

している。136頁を参照。

(86), iS；非博明r近世•後期铁lU労働あに閲す?>-% ニの問題J 164〜166直。ここに言う後期とは幕朱期を借す。

( 8 7 ) 敗井-博明「近世後期鉄山労働おに[ irけ ， ニのfliJSIj.159〜164買4

(88) 「近IIL.後期铁山労働者に閲する一, ニの問週J 167〜m 真。なお森嘉兵衛成も，近世末期をは鉄山のし 

般労働きJ の存在形態が贺物舉公樊約->居消举公契約- 部期奉公突約- > (高炉の場合）前贷Tめ基本給1C出来商お、货银 

制を加味しy■こ労孩爽約，という形で变化することを，则匕地方の7が例により0 つ指搞されている- 森嘉兵衛nfi部の 

奴a m i  281〜2 8 3 1 [を参照。

< 8 9 ) 武非博IJJj「近世後期铁山労働者にBilする' - , ニの問網J 1 7 1 以上の武-；)ト氏の分析に(Ml速して, 特に河氏の「近 

世A (iim原における鉄山経営J 185~ 136 H のII卿設走を翁照。

—— 一 5 3 ( 2 3 7 ) —— ■
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近世鉄山業の研究動向と展望( - )

れた課題が多いしまた廣用契約の変化についても今
' (90)

後ヨリ多くの史料分析の糖み重ねが必要であろう。な

お村落揺造との関速について言えぱ，藤 la五郎氏が取 

拳げた同じ地域の農村構;i のま化が，士弁作治氏によ 

り次のように解明された。即ち，初期の小家，部屋を 

包摄する複合大家族形態の初期本盲姓とその経営が解 

体して, 元禄 . 享保期にかけて，小家，部屋の分出ニ 

血縁分家を主流とする本百姓の般的形成と単婚家族 

労働力による手作り経営の創出がみられ，’更に享保以 

降,農民の階層分化の激化と浮過層の創出が顕著にな 

ろということであり，ここでは藤田氏の見解とは逆に,

(4) 稼行地帯村落との関係 

t リ広範に原料が分布し，且一般農民が関速副業労

働にたずさわるため，後山業は稼行地带村落に对し他
(95)

の鉱山業よりも遙かに大きな影響を及ぼすとされ， m
究史においても，掘江氏以陈の殆どの研究者がなんら 

かの形でこの問題を极ゥている。鉄山ま'行 「地帯の政 

治，経済，文化を語る場合，力が、る鉄山業の存在，鉄

師と山内労働者，村方農民の関係の特性とその 1̂£態を
(96)

予め理解じておかないでは不可能といい得る鍵」で

本百姓の一般的形成をふま义ナこ浮過の倉iJ出が指摘され
けり

ている。いずれにせよ，近世中期の鉄山労働者の析出

に関する分析と同様，中期以降のいわゆる「無高浮-世 

過層」の鉄山労働者化についても, " 商品生産の発展— 

農民層分解- >浮過層の創出•鉄山労働者化"という形 

においてではなく，その創出過程や村落内での存在形

態との関連で，即ち商品生産や廣民層分解の「型」と 

の関連で，問題とされるべきであろう。このことは，

小農自立期と相前後して鉄山業の規模拡大と鉄師の土 

地娘•積が進行大鉄師の多くは村方の大士地所有者

であると同時に,多角的な結合経営主でもちるという 

ことからも言えるのである。更に付言すれは，この点

は上記の結論力'、一部大欽師の経営分折を中心として得， 

られたものでちるということとも関連があるであろう。 

確か に 「山内』や山内労働者の性格の共通性は一般に 

指摘されるところであるが，村落構造との関速をも含 

めて，こうした性格規定はある程度まで類型化しうる 

ものである，という可能性が必ずしもないとは0 えな 

いからでもる。

るという向弁氏の指摘は，研究者のこの問題に対する 

関心の深さを象徴的に示すものである。そして，株小. 

作等の形態をとる大士地所有者ニ大鉄師の中国地方山 

村における圧倒的存在というぎ実認識と，その社会構 

造の特殊性を近世鉄山業の分析を通して解明しようと 

する問題意識とi> \多かれ少なかれ全てめ研究者に共-. 

通して見られたが，この视角から特に自覚的に体系的 

な分析を進められたのは庄司氏と向弁氏である。

ところで，この点に関しても—— 「山内J • 山内労働- 

者の把握の仕方に対応 して一研究は大きくふたつめ 

方向に辰開していった。即ち，第一の立場は鉄山業 : 

(「山内j 〉と稼行地帯村落（r地下J〉との関連を農民の副， 

業的労働給付，その他を通して，一'般的様相の局面に. 

おいて包括的に捉えることにより，鉄山業を中心とす- 

ふオV:/を ま を 構 在 的 に 解 明 し よ う と す る も の ' 

で り ，これは堀江氏，原氏，尾高氏，向弁氏，今弁- 

氏，岩永氏，武弁氏と研究が蓄積され, 且向非-氏及び

武弁氏により体系化された。その後の田部氏，舒原氏 

等:の研虎も，この立場に立つものである。これに対し

で，第二に鉄師を中心とする稼行地帯村落における鉄-

注( 9 0 ) そのはか注ド1すべき点とレC お塚尊後氏は1 ) n丄I内J での村下を中心とする職種の一子相伝ぐ並んで，"代がわ、 

り，，に■(ず: う職種の転化がかなりみられること，2)I I師(山内労働者) 間の婚如が支配的であった状態から，時代を下る 

はど越師家と非鍵師家の通婚ル比ffiが:'高くなること，を指摘されている。石嫁尊俊r鍵肺の社会J 161〜165, 

171-173
(91)* 士并作治「隨齒偶成とその分化J 雄ニ綴，馆ニ章，敏ー節)，同 r農業J。5̂ £ぉ，

究会 r軌後ドおける広岛県地方史研究の成果と課題J け）33〜34M (武并博明)。 •

( 9 2 ) また，この点と関速して「小農Hi立J の内容も問題となる。

( 9 3 ) 鉄山榮の規揉拡大も鉄師の士地積も，近世中期以降顕箸になるとされている。

( 9 4 ) たとえば, 小野武夫「115雲の三名族J 2 4 2 -  2 4 7 庄目J久孝「たたら（爐）の経哲形態より見たる出雲 

域性J 12〜1 7貝，向兆錢邮r近世にぉけを鉄山経鲜の形)i j  43〜4 4頁，同む|：»国山脈の欽」181-183  H.

，村方地主制と鉄山経営j 100 H などのj j f例。 .
(95) 巧久家「越より見たる近I!沖国山村の社会経済偶造」8 1 I刷 -韻邮 r，|欄 111脈の鉄J 167
( 9 8 ) 制 I:義郎 f近litにおける鉄山経常の形態J 6 4直,，

( 9 7 ) 堀江保跋•■松江路の製鉄業政策J , 原伝 •■松江藩の翦鉄衆と農業とのほ!係J , 思高邦雄>■職業と生活兆同体J , 向ル 

殺郎 r;ぬを撒の鉄lU格式及條l i l j ,同 r鉄山経# における鉄師と村力との旧係J , 同 r近世に: ける鉄M.I経営の形態J， 
同 *■座欲.鉄ゆとIMM妙fSlij, 4 # 拙跋 r江戸i制 'i*!，期における鉄111経當と放山師の性格J ，'を泳爽f■鐘製鉄の化鹿服
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造J , 武非氏め初期の著作であるr鉱業J, IH部越 r近世松江藩領内における鉄山菜—— 特に農民副菜としての一 J 
たたら研究11号, 1 9 6 4 ) ,野原1^ー 「たたら敷鉄衆の生産構造J, |F(j •■明治前期和式（たたら〉製鉄業の危機」など。

注( 9 8 ) 庄 义 孝 「たたら（鍵）の経営形態より足たるW雲 . 石見の地域性J , 同 「たたらの歴史地理学的研究J , 同 r錢よ 

り見たる近111-中国山村の社会経済偶造-J , 藤ra五郎 r農奴主的マニュファクチュァの基盤」，岩永奨r鍾製鼓のをま稱 

造J , 宗森英之「村方地主制と鉄山経営J, 武非博明r近1!上八幡高原における鉄山経営J , 同 r近世後期鉄山労働者に 

関する一，ニの問題J , 同 ■'近世初，中期における鉄山労働者ついてJ など。なお，武弁氏は鉄穴経営の研究にお 

いても同じ分析方法をとゥている。

( 9 9 ) 尾高邦雄「職業と生咖响体J  209頁。なお，202〜208貝。

( 1 0 0 ) 向# 義郎 •■近世における鉄山経営の形態J 4 1真， このような指摘はr商業的農業,加工業の朱発達J の指摘とと 

もに一̂般的でもる，たとえば，後藤陽一他「山村の歴史一̂一八幡高原を中心として一一J 403, 405更，河地賞-^「八

、 船 '5原 の 人 文 地 5lij 571-572, 5 7 5 -  576K , い ず れ も 「三 段 峡 と 八 幡 高 原 j 所 収 。 こ の 点 は 鉄 如 の 「資 本 j 形成の  

問 ® と も 関 述 し て く る が ， 地 域 的 •時 期 的 に 類 型 化 し て 捉 え る 必 耍 が あ る の で は な 、か と 思 わ れ る 。 ： ,
( 1 0 1 ) 原伝 r松江藩の製鉄業と廣榮との関係J 110,115〜116頁，尾高邦雄•'職辕と生活兆同体J 203, 208貝，向非義郎 

r鉄山経営に於ける鼓飾と村方との関係_]1 1 ,1 9〜20貝'，同 f-中国山脈の鉄J 1 8 4 -1 8 5 K , 岩永実「M製鉄の:^座‘桃 

;も 283〜285頁，後膝腸-^他 r山村め歴史J 405〜406頁，旧部越「近世松江藩領内に於ける欽山業j 1 3 ,1 6 〜18頁，

( 1 0 2 )原伝•■松江藩の製鉄業と農栗との関係J 110〜1 1 1 ,1 1 6真向并義郎「鼓山経営に於ける鉄f®と村方との関係J 1 1  

〜 14買，同 r中国山脈の鉄J 186〜 187頁，岩-永突r越製鉄の生ま脳 283 後藤陽一他r山村の歴史J  405 K ,
武井博明•■鉱菜J 442〜452K。なお，鍾I丄I代銀力;村数の収入のかなりの部分を•め，その割方が農民にとって]fi耍 

な意! } をもったノA(につき, 岡崎三郎r石ia国类濃郡上道川村故陷一件についてJ を参照* ,
《103) m(r< r松 江 播 の 敷 狄 衆 と 農 業 と の 開 係 J 117，頁 , 向# •義 郎 「鉄 山 経 常 に 於 け る 鉄 師 と 村 力 と の 関 係 J 1も22〜25瓦  

问 r座 鉄 .鉄 株 と 山 照 鉄 伽 J 6 9 - 7 1 % 同 r中 国 山 脈 の 鉄 J 187-188  お 永 実 「鐘 製 鉄 の 生 廣 溝 造 ，285

ひ(M) mm r松江播の敏狄栗と;！!:̂ 紫とのIMI係J 116真尾高邦雄「職業と生ffi•井同体j  208K , 向弁義郎厂鉄山経営}こ於 

ける鉄邮と村力とのra船 1 1 ,2 1 H , 同 r近litにおける鉄山経営の形態J 41〜42H , III部越！■近世松江蒲f (内於 

ける数山f i j 13 J u

•—— 5S{239)
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師の資本形成• 保有地の拡大，•■商品J 生産の展開，農 

民層の分化，地主制の形成,鉄山労働者の析出等の分 

祈を通して村落構造とその変化を明らかにすることに 

より，鉄山業を稼行地帯の巾に位置づけながら，n m  

構造と鉄山業との相互作用1̂フな関i t を 

に捉えようとする立場があり，これは庄司氏，藤旧氏, 

(岩永氏) ，宗森氏，武弁氏等により研览カ'i進められた。

第 一 の 立 場 は ， 鉄 山 と 村 方 廣 民 と の - ク ン  

の も の を tf，$ 造 的 に 把 握 す る 。 即 ち ， ま ず 第 一 の 点 か  

ら 両 者 の 関 速 條 域 と し て 指 摘 さ れ る の は ,次 の よ う な  

諸 項 目 で あ る 。 （り 鉄 山 業 は 副 業 的 な 労 働 給 付 .日 肩 等  

の •■浮 儲 J の 機 会 を 農 民 に 提 供 し た が ， そ れ は 1 ) 鉄  

穴 流 ， 2 ) 主 と し て 鎭 治 屋 用 の 小 炭 の 焼 出 ，運 搬 ， 3 ) 

砂 鉄 採 取 地 一 鎭 ー 穀 冶 屋 ー 製 品 搬 出 地 間 の 原 料 （砂 族 . 

鉄 ） と 製 品 （銅 . 練 鉄 ）の 運 搬 ， 即 ち 駄 貧 〔馬 代 ：! 稼 ， 4 ) 

鐘 ，織 冶 屋 の 非 熟 練 労 働 を 主 と す る 日 履 （臨 時 の 手 伝 人  

失 ， 番 子 ， 鍾 赐 の 擴 造 り な ど )， 等 を 中 心 と し て 構 成 さ れ  

た 。 ま た , （2 )農 民 の 私 有 ，共 有 林 の 鉄 山 （木 廣 山 )と し  

て の 利 用 も 現 金 収 入 を も た ら し （3 ) 年 貢 米 を 鉄 山 （山 

内 労 働 あ ） ；n 飯 米 と し て 振 向 け る r為 替 米 J 制 度 が 諸  

雑 用 負 担 の 減 少 等 の 利 点 を 伴 っ た 。 尾 高 氏 は ， 鉄 山 業  

( [ 山 内 J ) の 稼 行 地 帯 村 落 （「地 下 」）に 対 す る 「封 鎮 的 J

侧面と両者の「依存関係J の側面とを，し^方では招 

反発し, 他方で、は相牽引する二つの関 1 j と表現され 

たが，このま現が示すように，この立場における両者 

の関係とは「蝴廣性J を前提とした「依存関係」であ 

り，鉄山と村方との直接的 . i c 体的な開係である。 し 

，かし向井氏，今弁氏, 武井氏, 野原氏等tにより，こ 

の関係は単なる経済的. 機能的な r依存関係」,補完閱 

係を意味するに留まるものではなく，鉄山様行地帯， 

r山間高冷で耕地狭小，生産力低位の举作地带寒 

村」を特徴づけるひとつのみ業構造を示すものである 

ことが指摘された。それは，具体的には次やようなみ 

面性として示される。m i ) 炭焼，駄貧稼等を中心とす 

る農閑期の鉄山関係の浮儲は，山間寒村地帯の貧i 農 

民の救济という意味をもつr恩恵的副業労働J 力 :^ を, 
ま た 2 ) 交通不便で換貨不能な山林資源が利用されて, 

農業上の利便と山手銀」収 入 を も た 3 )他所売 

不 可 能 悪 米 が 「為替米」制度により処分され, 租米 

運送費が節約されたす — 般に農民は炒山開設を着

望したとされている。(2) しかし他面，これらは同時に 

以下のことをも意味した。1 ) 「思恵的副業労働J は鉄 

師にとっては，豊ぎで安価な副業労働力の利用（「農民 

収海J ) により， 山業の低い労働生産性を補完すると

近世鉄山業の®f究動向と展望(-

鋼
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近世鉄山養の研究動向と展望( - )

•いう意味をもち，ま た 「思想的J であるだけに,鉄師
(105) .

の都合に応じて調達された。2 ) また，T恩恵的副業労

維 持 し … ‘封建如主側にとっても浮儲を与*える鉄山 

の存在は村方への貝租強イヒを可能とし政治的お

働J のかなりの部分は，鉄師からの駄賞, 馬代，作食

来等の借用，前貧金の償却のために行われた強制的な
(106)

ものであった。3 )藩 営 や 「鉄株J 制下の鉄山業におい

よ財政経済上の観点からも鉄師を保護するを有利と 

すく£ 3 : 関係 (向井)，「村または鄉の，民全体を，その村

ては木炭や砂鉄の売却先が制約され， 1=1由贩壳，抜売

が禁止されて,農民に不利な廉価で特定鉄師に強制的
ひ07)

に買収さ•れた。4 )鉄師による「山手銀J を始めとする

的結合を基盤にしながら，彼 (鉄師）の鉄山経営の一*部 

分を担当する労i s 者として，その経営組織の中にしつ 

かりと組み込んでしまJ 「職業的な鉄山労働者と
(114)

鉄山師との関係に似せて作られるJ 両者の関係(武;JI:),

前貸は，農民にとつてギ貫納入のための不可欠部分を

なしており， r山手銀J の前貸は鉄飾の山林集積の契
(108)

機となった„ 5) r為替米J 制度のT での炒山への「為

r近村農民… …の111活維持という'必要に迫ら'み すこ 

業』… …形態は，ある鍵度の生産性の低さを補完する

替米 J 未進は，鉄師に対する村方の鱼債として現われ,

という働きをもJ ち，また，こ の r山村経済特有の村 

抱え的地盤の上に成り立J つ 「たたら製鉄業J (虹’原)，

，その共同貴任において，共同体的な村の結合の力,で鉄
(109)

1ね労働への従^?が強制された。6)以上のことは藩の年

.貢収取を安定イヒ，简易化し山間盤村への行*財政的

;見地から，藩は鉄師と》■共生関係J を結び*これを保
(110)

護した。7 ) また以上の結果，鉄山稼行地帯には農民の
(111)

廣極的抵抗はみられない。 、

とのように，第一の立場においては鉄山業と稼行地 

帯村落との関係が，そのニ面性において構造的に把握 

されており，それが例えぱ「廣民にとってはリ；1納 _̂ == 

..(貝租）のりH■しJ  ニ (補充）として意義がf c 'り，副業があ 

る事によって零細経営を可能ならしめ.欽山師にとっ 

ては副業である事によってヨリ安価な労働者を得る廣

であり，領主にとっては貢租の強イ匕を可能ならしめ
(112)
る_ ]関係 (今弁) ，「(鉄山稼行）地帯の小農民……は鉄山

调係の浮儲 (ニ「恩恵的副業労働J) によって辛くも生計を

尊5々の形で表現されるのである。こうして. 第一*の立 

場からの研究史の展[Jrlは，買粗体系の不可分の一環と 

して位置づけられた「恩恵的副業労働」， こ の 「村抱 

え的生産進盤J ,  •■村的結合J の 「基盤」に基づく鉄UI 

経営，更にこの鉄山経営を中心とした停滞的な村蒸描 

造の再生産，という形において，鉄山稼行地帯の特色， 

を明らかにした。

これに対して第二の立場は,間接的ではあるが構造 

的にとりt r f ぶ鉄W業 (鉄師）と稼行地帯村落との関係 

を, ，段階的•構造的に把握する。即ち,.そこでは稼行 

地齋の村落構造 '̂ ^鉄山業という構造的な相互i 連が段 

p i的に追究されるが,このふたっの方向への相互関連 

の分析は言うまでもなく密接にからみ合い表裏の関係 

をなしているものの，重点のおき方の相違に従って， 

ふたつの異なる認識志向を示しているように思われる。

注 ( 1 0 5 ) 向非•義 郎 「鉄 山 経 営 に 於 け る 鉄 師 と 村 方 と の 関 係 J 11〜 12頁 ， 同 r近 世 に お け る 鼓 山 経 営 の 形 態 J 64 H , 武 井 博  

m  r鉱 栗 J 422頁 。

( 1 0 6 ) 原 伝 r松 江 藩 の 製 鉄 栗 と 艘 業 と の 跳 116K , 向 井 翁 郎 r鉄 山 経 営 に 於 け る 鉄 師 と 村 方 と の 関 係 J 15〜17, 2 1 -  
2 2頁 / 武 弁 博 明 r鉱 業 J  420〜 421良 。

( 1 0 7 ) 堀 江 保 蔵 r松 江 藩 の 製 鉄 業 政 策 J 2 2 7-229 , 234〜 235頁 ， 原 伝 「松 江 藩 の 製 鉄 業 と 農 業 と の 関 係 j 1 1 8 -1 2 0：g[, 
向 弁 義 郎 「広 鳥 藩 の 鉄 山 格 式 及 倏 目 J  58〜 6 0直 ， 尚 r * 国 山 脈 の 鉄 J 1 8 6 , 1 8 8〜 190貢 *

( 1 0 8 ) 向 并 義 郎 ■■鉄 山 経 営 に お け る 欽 師 と 村 方 と の 関 係 j  l 3 ~ l 6 真 ， 後 藤 陽 一 他 f山 村 の 歴 史 J 405頁 , 武 弁 博 明 「鉱 業 J 
, 4 5 2 -4 6 1 K .

ひ0 9 ) 後 藤 腸 一 他 r山 村 の 麼 史 j  406~ 407頁 ， 武 兆 博 明 「鉱 衆 J 419〜 420頁 。

(110) 小野jS：失 *■出® の三名族_» 269〜292貝，原伝「松江藩の製鉄業政饿j 121~ 123頁，藤III五郎「遗奴ホ: Tiりマニュフ 

アクチュアの基盤J 325. 3 3 1 ,3 3 7 K . 向;M".義郎『鉄山経常に於ける鉄加と村力との閲係j  20； 2 3 K , 问 「近II]:にお 

ける鉄山経営の形態J S2〜54, 64 向 r芸備の鉄山師J 48 同 r座鉄，欽株と山県鉄師j  6 4貝,.同 fホ国山脈 

の鉄j 1 7 9 , 1 8 4〜185直，岩永樊••越製鉄の生産構造J 276-277  K ,
( 1 1 1 ) 向 沖 教 郎 「鉄 山 経 常 に 於 け る 鉄 師 と 村 力 と の 関 係 J 26〜 27 H , 同 r近 Ifj;に お け る 鉄 山 経 常 の 形 態 J 5 5 同 r座  

鉄 ‘ 鉄 株 と 山 県 鉄 師 J 7 5 J C , '同 「中 国 …脈 の 铁 J 1 9 7 K 。

( 1 1 2 ) 今 弁 ftl減 •■江 戸 時 代 中 期 に お け る 鉄 山 経 営 と 鉄 山 師 の 挫 格 J 165貝 。

( 1 1 3 ) 向井義郎順山脈の鉄 J 184〜 185 K ,
• ( 1 1 4 )武 附 糊 r鉱號J 422宜。

( 1 1 5 ) 野原Jj]ト* けこたら製狭衆の坐速Iめ造J 2 1 .

5 6 (2 ^ 0 )

り.



近世鉄山業の研究動と展望 (一）

まず，（り武ガ:氏は，村あ溝造の7変化と鉄山業の経営形

熊の変化，ョリ具体的には非熟練労働孝を中心とする

鉄山労働者の析出，ネこから生ずる鉄山労阅I者の存在

形態の変化等, 両者の関連を主として村落構造->鉄山

參という方向において捉え,村落構造の変化に伴う山

内の変‘貌の過程を明らかにされた。そしてその場合，

藤田氏の分析視角がその方法的拔礎となっていたこと

も瓶に述べた通りである。また庄fr]氏は, 出雲.石見

の鉄師の r資本」形成過程，経営規模，領主権力の鉄

山業政策等を内港とする鉄山業の経営類型の比較分析

を通して，そ 'こ •両‘地 域 の 「地城社会の構造」’の差與

が次のような形で、反映されていることを明らかにされ

たが，これも—— 分析視角ではなく—— 問題視角とし

ては，享ろ同じ系列に属するものである（即ち，「地域

社会の構造J の差興が鉄山择営の中にどのように現われてい

るかということを問題としたのであって，その逆ではない；)。

庄司氏は，社会構造の差異を，中世以来の武士出自の

少数の大鉄師二士豪地主的大士地所有者が，「親方と

の擬血縁関係J に基づく「株小作制J を基盤とし r養

米 J (鉄 山 用 飯 米 ）を き 給 し つ ' ? , 藩 の 保 護 (租 米 の 贷 与 ‘

私下げ），統 制 （専売制類似政策）めもとに大規模な鉄山

業を営み，貨幣経済が一部の者(藩 . 鉄師)に握られてい

ろ出雲と，僅少資産で小規模の鉄山業に着手する一方,

商業 . 金融業 . 酸造業等•により資本を加えた多数の小

鉄師が存在し, 領主め保護•統制も弱く貨幣経济の浸

透がョリ広範で, 季節的出稼労働がみられる石見，と
(116)

いう対比におV、て描き出している。他方，（2)庄司氏，

岩永氏，宗森氏，松原氏等により，鉄山稼行に伴う稼 

行地帯村落への貨幣経済の浸透，魏 師 の 「資本」形成, 

農民層の分化，株小作制の形成,鉄師の結合経営の実 

態等のチ一 マが取り举げられ，雨者の関連カ徽山業- > 

村落構造という祝角から問題とされた。庄司成と岩永

氏は，「貨敝経済」や 「農1:ウ購分解J の r型J に関述 

して，鉄山業ヵ墳離獲得の機会を増し人口を顕著に 

増加させた反I E 特に凶作を契機とする（近R.後期の） 

鉄師の土地盤糖，農民層の分化を通して創出されるの 

は，農奴主的地主と株小作的下人であり，J 1 この後者 

を中心とする乂落農民が，鉄山関^^くの駄賃稼乃至山内 

労寄として鉄山業に吸収されていくことを指摘され 

ている。松原氏も，鉄 ♦ 砂鉄を産するあ'見矢上村地 

方がその取引を介して広島•経済圈とのつながりを强め, 

それは||̂ 旧藩'札よりも安芸札力;村内に広く流通すると 

いう形で現われてくること: 文政年間に鍵主（ニ鉄卸） 

が賊鉄値段，就賞を引下げ，J i 下落した安#札をその 

支仏にあてたため，鉄穴流，駄送に従事する細高 

持 . 小作層が騒振を起すに至ることを指摘しつつ，「貧 

幣経乾！ ^ まき込まれた農村の姿を播いて1̂ | 。また 

.宗i s 氏は,一鉄師のもとでの地主制と鉄山業との開速 

を分析された。そこでは，商 業 的 農 業 (m雄 ) , 酸造藥, 

米穀取引,鉄荷問屋等の活勤を通して天期以降士地 

俊-積をすすめ,文化期以降着手する鉄山業の基盤を作 

ると同時に，との鉄山経営により更に•保有地を拡大し 

て村方地主として発展した一鉄師ニ地主が,文政期に 

は寄生地主制への志向を独あつつも，鉄山経営の不振 

と小作料未納等により確立しえな、ことが明らかにさ 

れた。以上のように，鉄山業- >村落構造という関連に 

ついても幾つかの個別研究が行われてい:6 が，第(2》節 

で述べたことと関連して，今後の研究が最も必要とさ 

れる倾城である。 傲济学部助手）

く追記〉 昨年D 月 「たたら研究舍j に入会させてレ、'ただき,

金沢での47年族大会の析に，向弁義郎氏を始め，多くの 

力'からお益な話を甸うことができたことを，ここに記し 

て感謝します。また，46年6 月に逝去された武井傅明氏 

の御冥福を祈ります。

法( 1 1 6 )庄司久孝「たたら(鍵〉の経當形態よ.りMたる出雲，石タAの地域性J , 同 rたたらの歴史地理学的研究,。

ひr ? ) 庄司久#  r鍵より見たる近ilt中国山村の社会i s 済構造J 93〜" H , 岩永実r越製鉄の生故バ般j j  282, 28ぽ 。なお， 

定本正芳氏も同様の事突を指摘されている。同ほ r美作西北部の鉄山業と地域社会の変貌J (2U7〜2 0直。

( 1 1 8 ) 松原高;K 「文政8 キ石見国矢上村における砂鉄取。I騒极J (たたら研究11号, 1964)。
( 1 1 9 )宗森英之r村方地主制と欽I坪销 J 。
( 1 2 0 ) そのは力S 庄巧氏は，1)欽穴流し，2 )たたらの稼行地の移動，3)製品の輪送などを通して，鉄山稼行が中旧山地の 

U服をすすめる要因となったこと，特に鉄穴流しに件う下流の新叫隨や砂敦採収地跡の開拓が，役小作制の形成と 

密接な閲速をもっていることを明らかにざれた。は 久 孝 r近世以降，たたら（敏による中国山地のjjfj拓J (岡山大 

学法文学部学術紀要3 号 1 9 5 4 ) ,またま廣兵衛氏は，近世末斯b 柬北地方について, 鉄山業(•■商品生座的個人経常J) 
が稼行地帯=»■士地也座力低位な山ネも（「13給自足的共同体経常J ) に対して, r分解J 的fc作用しそこに r名r/.抜， 

或いは'ポ細な'J、作地を放繁しズ鉱山労務者に転向するのm大J, r労撮者の移動J を悲起したととを扼摘している.
竊お衛 r商部の鉄: ! :衆j  278, 280, 283~284Ko
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